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千葉大学薬友会

チュラロンコーン大学薬学部長一行来学

マヒドン大学薬学部ダブルディグリー
協定調印式

薬友会長・研究院長挨拶 ………………………２
退任のご挨拶 ……………………………………３
新任教授ご挨拶 …………………………………４
会員便り …………………………………………６
卒業生（留学生）から …………………………８
薬学部この一年 …………………………………９
研究室便り ………………………………………１１
クラス通信 ………………………………………１６
支部便り …………………………………………２０
サークル紹介 ……………………………………２０ 

学部だより ………………………………………２１
　教員の異動 ……………………………………２１
　薬学部入学者の状況 …………………………２１
　大学院医学薬学府入学者の状況 ……………２１
　薬剤師国家試験合格状況 ……………………２１
　卒業生・修了生の進路 ………………………２１
今年度の受賞記録 ………………………………２２
叙勲のお祝い ……………………………………２２
薬友会より ………………………………………２２
孔雀の絵および変形菌標本について …………２３
薬友会生涯教育セミナー ………………………２４
編集後記 …………………………………………２４



－2－

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　薬友会会員の皆様に、薬友会報２５号を通して千葉大学大学院薬学研究院・薬学部の今
日日をお伝えできますことを大変嬉しく思います。昨年夏の薬友会総会の折にもご説明
申し上げましたが、ここ亥鼻キャンパスでは、国立大学改革強化推進補助金による「次
世代対応型医療人育成と治療学拠点創成のための亥鼻キャンパス高機能化構想」事業を
強力に進めています。この中核となるのが新たに設置された「未来医療教育研究機構」
であり、これと薬学部、医学部、看護学部、附属病院、各センター等が連携することで、
高度医療人の総合的育成、イノベーション（創新）のための機能強化、グローバル化な
どに力を注いでいます。これに関連した薬学研究院の取組みの一端をご紹介します。
ミッションの再定義と社会的ニーズを踏まえ、研究部門・講座組織をこれまでの『３研

究部門（環境生命科学、薬物作用、分子創薬科学）、８講座（環境科学、ゲノム機能学、神経薬物学、高齢
者薬物学、臨床薬学、遺伝子薬物学、分子医薬科学、創薬資源科学）、２連携協力講座』から『３研究部門
（創成薬学、生命薬学、臨床薬学）、５講座（創薬科学、ゲノム創薬学、環境生体科学、分子薬物治療学、先
端実践薬学）』に、この４月に再編しました（下の組織図をご参照ください）。この改組の目玉の一つは、創
成薬学研究部門創薬科学講座の中に国際創薬学研究分野を新たに設けた点です。国立大学改革強化推進補助
金を活用させていただき、この分野に外国人特任教授と外国人特任助教を採用しました。また、生命薬学研
究部門に予防薬学研究分野を設置しました。さらに、グローバル化を推進するために、上記外国人教員の採
用に加え、博士号ダブルディグリー制度（タイ国シルパコーン大学およびマヒドン大学との協定）、ソウル
国立大学薬学部との定期的なジョイントセミナー、国際共同研究の一層の推進、大学院生の海外派遣などを
実施しています。この改組を中心とした取組みにより、私たちは、１）国際的視野に立った創薬研究者の育
成、２）国際的なリーダーシップを発揮しうる医薬品行政担当者や医薬品開発研究者の育成、３）治療学及
び公衆衛生領域の幅広い発展に資する人材の育成、４）臨床現場において他職種と連携し、対処個別化に関
する問題解決などの知識・技能を有する課題解決型高度薬剤師の育成、を目指しています。
　学部教育におきましては、薬学教育新モデル・コアカリキュラムに対応するために、カリキュラムや授業
内容を改定し、より充実した講義、演習、実習を行ってまいります。この中で、英語教育にも力を入れたい
と考えています。一方、今年度は薬学教育評価機構による第三者評価が予定されていますので、十分な準備
をしてこれに臨む所存でおります。さて、今年２月と３月に行われた千葉大学薬学部の入学試験は、前期日
程が7.6倍、後期日程は28.8倍でした。永年培われた千葉大学薬学部の伝統のお陰をもちまして高い競争倍率
を維持していますが、少子化に伴い１８歳人口は2030年には100万人程度（現在の約82％）にまで減少すると言
われています。これからも優秀な学生さんを確保し有能な人材として社会に送り出すために、学部・大学院
教育にも全力を尽くしていきたいと考えております。引き続き薬友会会員の皆様のご支援とご協力を宜しく
お願い申し上げます。
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　２０世紀最後の年に、微生物薬品化学研究室の教授に着任してから早くも１５年の歳月が
流れました。学部の卒業研究時をスタート地点としますと４４年が過ぎたことになります。
この間、様々な環境で研究をし、紆余曲折を経て今日に至りましたが、私自身の研究の
歴史を振り返りますと「偶然と自然と必然」という言葉が思い浮かびます。「世の中の
ことはとかく偶然に起こる。いかなる偶然にも自然に対応し、後でその体験を自分の歴
史の必然の中に取り込む。」という生き方をしてきたように思います。卒業研究と修士
課程では「薬剤耐性遺伝子の研究」に、北海道大学の博士課程では「麻疹ウイルスの研
究」に携わりました。博士課程の途中で千葉へ戻ることとなりましたが、幸いにも恩師
山岸三郎先生に助手に採用していただき、「薬剤耐性トランスポゾンの研究」を立ち上げ、

チームの学生さんとともに実にエキサイティングな時代を過ごすことができました。１９８３年にUtah大学の
Georgopoulos 教授の下で、現在の私の研究の原点となるストレス蛋白質の研究を始めました。帰国後しば
らくたった１９８６年、この時は偶然ではなく自ら決断して助手を退職し、幼い息子を伴ってUtah大学へ戻り、
再びストレス蛋白質の研究に関わりました。帰国後、杏林大学医学部講師・助教授となり、ストレス応答の
概念を導入した細菌病原性の研究を世界に先駆けて立ち上げました。２０００年に着任した現在の研究室では、
前任地で開拓した研究を発展させた「細菌感染分子機構の研究」と「ストレス蛋白質の作動原理の研究」に
加え、研究室の伝統である「薬剤耐性の研究」を復活させて研究の３本柱とし、多くの研究成果と優れた人
材を世に送り出せたことは無上の喜びです。研究・教育以外でも様々な仕事をさせていただきました。特に
齋藤康前学長時代に学長特別補佐として、真菌医学研究センターの課題に取り組んだことは貴重な経験でし
た。その機会に「千葉大学感染症研究ネットワーク」を作りました
が、研究会は回を重ね、現在は国際フォーラムに成長しています。
このネットワークが「千葉大学亥鼻ブランド」の一つとして羽ばた
いてくれるよう願っております。
　４月からは、真菌医学研究センターに特任教授としてお世話にな
ります。センターの前身は、山岸三郎先生が研究を始められた腐敗
研究所ですので、私どもの研究室のルーツへ戻していただけるよう
で感慨深く思います。４４年間多くの人々に支えられ、実に充実した
年月を過ごすことができたと思います。皆様に改めて感謝申し上げ
ます。千葉大学薬学部の栄えある発展を心より祈念いたします。
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　私は本年３月３１日をもちまして千葉大学薬学部を定年退職しました。思えば、１９９５年
９月に名古屋市立大学薬学部助教授から天秤一つない本学薬化学研究室に赴任してから
１９年７ヶ月間でした。長いようでもありますが過ぎてみればあっという間の年月でした。
はじめにした仕事は何もない実験室を使えるようにすることでした。すべての研究室の
実験器具や冷暖房設備をそろえ、はてはドラフトチャンバーまで購入しなければいけま
せんでした。当時はバブル崩壊後の低成長の時代で研究費も集まらず、当初は研究どこ
ろの話しではなかった。それも今は懐かしい思い出です。
　研究テーマは前任地で反応試剤を当量以上用いる反応を主として研究していたので、
先を見据えて効率のよい触媒的合成法の開発と応用にした。幾つかの遷移金属触媒不斉

反応や有機触媒不斉反応の開発に成功し、それの応用として海洋から得られる生物活性天然有機化合物の合
成を行った。こうした背景のもと精進のかいがあって「有機合成における新規方法の開発とその有用天然有
機化合物合成への応用」というタイトルで平成２３年度日本薬学会賞を受賞した。これは優秀な研究室員のお
かげと彼らの協力に感謝しています。
　私の時代はインターネットが長足の進歩遂げた時代でした。赴任当時は購読している科学雑誌の値段を比
較して、どの雑誌を削るか喧々諤々の議論があったものです。数年後にはこれらの雑誌が電子ジャーナル化
し、図書館に行く必要がなくなったのは大きな変革でした。更に合成経路を考える上で重要なデータベース
SciFinderが導入され、自分の机にいながらにして必要な情報を簡単に得ることができる時代になりました。
研究環境は大幅に改善され、建物も一新され、この上ない環境になっています。私のような古い世代にはた
いへん便利ですが、学生さんたちにはあまりに簡単に情報が入手でき、特に専門知識がなくとも実験出来る
ため、本人の実力の向上つながるのかと最近は危惧しています。豊
かなことは科学や研究にとって無条件にいいことではないような気
がします。
　思い出に残る出来事としては日本薬学会第１２２年会の開催担当校、
千葉大学薬学部創立１２０周年記念事業、西千葉キャンパスから亥鼻
地区への移転が上げられます。どれも一大イベントといえる出来事
に３つも遭遇できたことはたいへん幸運でした。
　最後にこの場をお借りして、お世話になった多くの方々にお礼申
しあげるとともに、ご健康と今後のご活躍をお祈りいたします。有
り難うございました。

退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任のののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶退任のご挨拶 濱田　康正
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　２０１５年４月より、千葉大学大学院医学薬学府長を務めることになりました。医学薬学
府は、２００１年に全国初の医学・薬学融合型大学院教育組織として設置されました。２０１１
年には薬学部の移転が完了し、亥鼻キャンパスは、医学部、薬学部、看護学部、真菌医
学研究センター、医学部附属病院など、医療系の教育・研究施設が集積した医学薬学の
大学院教育として、時代の最先端をゆく理想的な場所となりました。現在、医学薬学府
は修士課程（医科学専攻と総合薬品科学専攻：収容定員１５４名）、４年博士課程（先端医
学薬学専攻<先端生命科学コース、免疫統御治療学コース、先端臨床医学薬学コース、が
ん先端治療学コース>：収容定員４３２名）、後期３年博士課程（先端創薬科学専攻：収容
定員４５名）を擁し、国立環境研究所・かずさDNA研究所・医薬品医療機器総合機構

（PMDA）・放射線医学総合研究所・千葉県がんセンター・理化学研究所統合生命医科学研究センターの連携
講座から優れた教授陣を迎え、医学研究院と薬学研究院との緊密な連携の下、全人的視野に立った医療従事
者、医学・薬学両方の知識を持った専門家や先端的生命健康科学に精通する研究者等、医学薬学の未来を担
う人材の育成に当たっています。文部科学省支援プロジェクトである博士課程教育リーディングプログラム、
治療学CHIBAイノベーション人材養成プログラム、がんプロフェッショナル養成基盤推進プランが実施さ
れ、また、大学院秋入学制度の充実化や海外協定校とのダブルディグリー制度化（後期３年博士課程）によ
り、グローバル人材育成も進めています。
　国立大学機能強化のために、文部科学省が主導する国立大学改革プラン（大学の強み・特色の重点化、グ
ローバル化、イノベーション創出、人材養成機能の強化）の迅速な実行が求められており、千葉大学は「世
界最高の教育研究の展開拠点」、「全国的な教育研究拠点」あるいは「地域活性化の中核的拠点」のいずれに
該当するのか、そして、改革成果は大学運営交付金の配分額に直結します。そこで、亥鼻キャンパスでは、
「ミッションの再定義」を踏まえ、千葉大学亥鼻キャンパス高機能化構想を実現すべく、次世代対応型医療
人の育成と「治療学」拠点創成として千葉大学未来医療教育研究機構を設立しました。学長のリーダーシッ
プの下、医学・薬学・看護・附属病院が横断的に連携して、リーディング大学院人材育成拠点となる未来医
療教育研究センターの中で、再生治療学センター・専門職連携教育実践（IPE/IPW）センター・高度医療開
発人材育成センター・超高齢社会研究センター・予防医学センター・真菌医学研究センター・法医学教育セ
ンター・こどものこころ発達研究センター・社会精神保健教育研究センターを密接に連携させて、国内外の
第一級の教員・学生を結集し、産学官の参画を得ながら、治療薬や治療法の開発とともに、グローバルに活
躍する「治療学」の研究者や医療従事者の育成を一層加速してゆかねばなりません。薬友会員の皆様のご支
援とご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶医学薬学府長挨拶 　　山口　直人
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　Professor Ashfaq Mahmood arrived from Harvard Medical School, Boston, USA 
to join our faculty in the Faculty of Pharmaceutical Sciences, Chiba University at 
the Inohana campus in December 2014.  He is an avid educator and scientist and 
his primary research interests are at the interface of chemistry, biology and 
medicine. Specifically, the research is directed toward the design, synthesis, 
development and evaluation of new molecular imaging probes for in-vivo imaging. 
　Professor Mahmood is a graduate of Brown University, USA where he was 
awarded a Ph.D. in Chemistry in 1988. After completing a post-graduate 
fellowship from The Johns Hopkins Medical Institutions in 1989, he was recruited 

as a faculty member at Harvard Medical School in the Department of radiology. At Harvard Medical 
School he served as a faculty member in various academic, administrative and technical roles for 
more then 25 years where he trained numerous undergraduate, graduate and post-graduate students 
as well as physician-scientists in the field of radiopharmaceutical chemistry and molecular imaging. 
His training is as a synthetic chemist with over 25 years of hands on experience and skills in all 
aspects of the chemical synthesis (medicinal, organic, inorganic, bio-conjugation) and imaging probes 
design. His research experience and skills are in synthetic medicinal chemistry and entail the 
conceptual and molecular-design of novel imaging probes, for which he hold 6 patents issued to 
Harvard University.  Additionally, he is also well versed in and has extensive hands on experience 
and expertise in developing and conducting in vitro and in vivo biological experiments in preclinical 
model systems particularly in assessment of targeted imaging agents and there mechanism of 
localization/action and modulation in various cell/tissue culture as well as small animal models.

Representative publications: 
１．Cheng Z, Mahmood A, Li H, Davison A, Jones AG. 
［99mTcOAADT］-（CH2）２-NEt2: a potential small-molecule 
single-photon emission computed tomography probe for 
imaging metastatic melanoma. Cancer Res 2005; 65; 4979.

２．Zaheer A, Lenkinski RE, Mahmood A, Jones AG, Cantley 
LC, Frangioni JV. 
In vivo near-infrared fluorescence imaging of 
osteoblastic activity.  Nat Biotechnol 2001; 19; 1148.

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶新任教授ご挨拶 　Mahmood Ashfaq
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　平成２７年４月付けで、濱田康正教授の後任として千葉大学大学院薬学研究院、薬化学
研究室教授を拝命致しました。伝統ある研究室の教授を担当する大任に身の引き締まる
思いが致します。薬友会報の紙面をお借りして皆様にご挨拶申し上げます。
　私は東京大学大学院薬学系研究科博士課程２年在学中に前任の濱田康正教授にお声掛
け頂き、平成１５年１月に千葉大学大学院薬学研究院、薬化学研究室助手として採用され
ました。以降１２年３ヶ月間にわたり本学部にて有機合成化学についての教育、研究に携
わって参りました。この間、東京大学大学院薬学系研究科の柴﨑正勝教授の御指導の下
で学位を取得しているほか、英国オックスフォード大学化学科に留学する機会も頂きま
した。学部３年生の研究室配属にて何となく選んだ有機合成化学でありましたが、分子
触媒が作り出す精巧な機能に衝撃を感じて以来、気づけばそれが生業となっておりまし
た。半ば趣味の感覚で有機合成化学と接して来られたのは、恵まれた環境で研究をさせ
て頂いた賜物と感謝しております。
　これまでの研究テーマとしては、分子の世界における右手と左手：キラリティーを作

り分ける技術である不斉合成法の開発と、生物活性を示す天然物や複雑な構造を持つ分子を効率よく合成す
る為の新しい有機合成法開発に取り組んで参りました。いずれも触媒反応開発を基盤に研究を進めることで
“効率の良いものづくり”を追求しています。今後も触媒化学を基盤とした有機合成化学研究を全力で押し進
めることで、千葉大学薬学部の発展に貢献して行く所存です。また、医療系の学部・施設が一カ所に軒を連
ねる亥鼻の地の利を最大限に活用することで、独自の合成技術を創薬・医療に役立てる道も探っていきたい
と考えております。
　現代社会は有機化合物であふれています。それらの多くが合成化学的に生産されたものと言って間違いあ
りません。医薬品をはじめとする“付加価値の高い有機化合物”の効率供給をもって社会に貢献できる人材
の育成に取り組むと共に、有機化合物に関しての高度な知識を備えた薬剤師の輩出にも貢献していきたいと
考えております。薬友会会員の皆様からのご支援をお願い申し上げます。

主要論文
T. Nemoto, Y. Ishige, M. Yoshida, Y. Kohno, M. Kanematsu, Y. Hamada. Novel 
Method for Synthesizing Spirocyclohexadienones through a Pd-Catalyzed 
Intramolecular ipso-Friedel-Crafts Allylic Alkylation of Phenols. Org. Lett. １２, ５０２０-
５０２３（２０１０）．
T. Nemoto, Z. Zhao, T. Yokosaka, Y. Suzuki, R. Wu, Y. Hamada. Palladium-Catalyzed 
Intramolecular ipso-Friedel-Crafts Alkylation of Phenols and Indoles: Rearomatization-
Assisted Oxidative Addition. Angew. Chem. Int. Ed. ５２, ２２１７-２２２０（２０１３）．

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨新任教授ご挨拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶 根本　哲宏

 略　歴 
平成１３年　東大院薬・薬
修・修了、千葉大学大学院
薬学研究院助手・助教・
講師・准教授を経て現職

　平成２７年３月１日付けで千葉大学大学院薬学研究院に新設された予防薬学研究室を主
宰することになりました。予防薬学研究室では、教育においては衛生薬学を担当し、研
究においては環境毒性学分野での展開を図っていきたいと考えております。
　平成２７年度に改訂となった薬学モデルコアカリキュラムにおいて、衛生薬学は独立し
た項目となり、その範囲も疫学、栄養学、食品衛生学、毒性学及び環境科学と多岐にわ
たっております。いずれも国民生活と密接に関わりをもつ分野であることから、コアカ
リキュラムの範囲に留まることなく、最新の知見や最先端の研究成果を講義に取り入れ、
学生諸君の問題探究・解決能力を醸成できるような教育を行っていきたいと思っており
ます。研究においては、環境汚染物質としての金属化合物や栄養素としての微量元素の
毒性や生理作用の解明に、本学大学院生であった頃より取り組んでまいりました。最近
の研究手法としては、栄養素である必須金属元素やレアメタルとよばれる工業的に有用
な元素に関して、環境中での動態といったマクロな視点と、生理作用や毒性を分子レベ
ル・化学反応レベルで解析するといったミクロな視点の両面からアプローチをしており
ます。多くの失敗はありましたが、幸いにも金属含有代謝物の解析においては、国内外

からそれなりに認知されているものと自負いたしております。最近の研究テーマの一つにレアメタルを取り
上げています。レアメタルは、他の元素が持ちえない物理化学的性質を有しているがゆえに重用され、人類
の文明の進歩に寄与しています。一方、他の元素が持ちえない物理化学的性質に基づく毒性が懸念されるわ
けですが、今のところ十分な評価はされていません。レアメタルの有用性と有害性がトレードオフの関係に
ならないよう、リスク評価を出口とした基礎研究を展開しています。
　清澄な環境と健全な生態系を維持し、その結果として人類が健やかな天寿を全うできるこ
とに、予防薬学研究室の研究成果が貢献できるように努めていきたいと考えております。薬
友会会員の皆様方のご支援並びにご鞭撻をどうぞよろしくお願い申し上げます。

主要論文
１．小椋康光*：環境毒性学におけるメタロミクス研究の展開．YAKUGAKU ZASSHI（２０１５）１３５，３０７-３１４
２．小椋康光*：スペシエーションによるセレン及びテルルのメタボローム解析．生化学（２０１３）８５，５１９-５３０

 略　歴 
平成８年　千葉大院・薬
博・修了、千葉大学薬学部
助手・大学院薬学研究院
准教授、昭和薬科大学教
授を経て現職
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　平成２６年６月の薬友会総会で副会長の交代が承認されました。渡辺和夫千葉大学名誉教授が留任、新たに
山口直人教授、内田武特任教授が着任され、先任の立崎隆常磐植物化学研究所代表取締役会長は顧問として、
薬友会の発展にご尽力いただくことになりました。

会 員 便 り
　　半田（笈川）節子　（薬品物理学研究室 旧職員）　

　薬学部には、学生として学部・大学院修士課程、職員として薬品物理化学教室（教務員、
助手、助教授）に計３０年お世話になりました。文部省長期派遣研究員として留学中のアメリ
カで、不思議なめぐり合せでアメリカに住み着く縁を得て、現在はアメリカ市民権を取り、
カリフォルニア州で不動産エージェントおよび加州公証人という、日本とはかなり違う仕組
みの独立系の職業で働いています。米西海岸には、日本人・日系人が多く住んでおり、日本
との書類のやりとり、家の売買を必要とする方が、沢山います。儲かりませんが、仕事を通

じて、さまざまな出身国の人と一緒に働き、セールをまとめてセラー・バイヤー共に笑顔で、新しい生活が
始まっていくのを見る時が一番うれしい瞬間です。アメリカは年齢差別も禁止で、いつ退職という規制もな
いので、体が丈夫で頭がぼけない間はつづけたいと思っています。英語を使うことについて一言いうとすれ
ば、話すことはもちろん大事ですが、仕事では書くことがとても重要です。自分の考えを整理し、どう表現
したら相手を納得させられるかを学べ、自己発信の起点にもなります。  （昭和４５年卒業）

　　黒川　達夫　（慶應義塾大学薬学部 医薬品開発規制科学講座 教授）　
　若葉の頃桜前線とともに新入生を迎える季節となった。華やかな季節も年月を重ね、いつ
の間にか若葉の息吹を少し遠くから見る立場になった。立派なもの言いや真摯な若者を見る
につけ、比較にならぬほど幼かった当時の自分を噛みしめる瞬間でもある。薬学部のあった
西千葉キャンパスでは、源氏物語や近代経済学、フランス語などが面白く、積極的に楽しん
だ。学部ではその難解ぶりが気に入って分子軌道法を選んだ。大凡すぐには役立たないこと
ばかり。卒後４０年余、社会では追い風は珍しく、雨風ばかり。そのときの精神的な支えは、

役に立ちそうもないリベラルアートから学んだ「多様性」や「不確実性」の価値、それと人間の尊厳につい
ての確信であった。言うまでもなく、深い専門への傾倒によっても信条は得られると思う。しかし同じ色の
絵の具だけの絵は少し寂しい。若い人には、目前の課題ばかりでなく、若葉の頃にさまざまな出会いを楽し
むよう勧めている。同じく千葉大薬学部に進んだ家族から、薬学は専門習得だけでほぼ精一杯、リベラル
アートの充実はもはや困難なことを知った。しかしようやく新コアカリキュラムに移行することになり、各
大学で特色を盛り込むスペースを設けることができる。さて、わが千葉大学は如何。  （昭和４８年卒業）

渡辺　和夫 山口　直人 内田　　武

　　渡辺（名波）素子　（千葉県健康福祉部 次長）　
　大学を卒業して、千葉県職員となり３７年が過ぎようとしています。県職員としての薬剤師
は、薬事行政はもちろんのこと、医療行政、食品衛生、環境衛生、感染症対策、調査研究な
ど様々な分野で活躍しています。
　さて、皆さんは、１０年後の２０２５年には、県民の３割が高齢者（６５歳以上）となる本格的な
超高齢社会となることを御存じでしょうか。そのような時に備えて、在宅医療、訪問介護・
看護、介護サービスや、見守りなど様々な生活支援サービスの提供により地域の人たちの生

活を支えて行く「地域包括ケアシステム」の構築が市町村を中心として進められています。すでに、薬局薬
剤師による訪問薬剤管理指導などが行われていますが、これからは薬局以外で働く薬剤師も、一人の医療者
として何ができるのかを考え、そして少しでも関わっていくことが期待されているところです。そして高齢
者と呼ばれる方または呼ばれつつある私たちは、今後の人生をどのように生きていくのか、しっかり考えま
しょうね。 （昭和５３年卒業）

 略　歴 
昭和３３年千葉大薬卒
業、昭和３８年東大院
薬博修了、東邦大薬
学部講師、名古屋市
立大薬学部講師・助
教授、富山大薬学部
教授、富山医科薬科
大和漢薬研究所教
授・研究所長、千葉大
薬教授を経て、平成
１２年定年により退職、
同年千葉大名誉教授.

 略　歴 
昭和５３年千葉大
薬卒業、昭和５８年
東大院薬博修了、
摂南大薬学部助
手、熊本大医学部
助手・助教授、静
岡県立大薬学部
助教授を経て、平
成１２年より千葉
大薬教授．

 略　歴 
昭和５６年千葉大薬卒業、
昭和６１年千葉大院薬博
修了、アステラス製薬
（旧山之内製薬）を経て、
平成２６年より千葉大学
学術研究推進機構産業
連携研究推進ステー
ション特任教授、知財
活用アドバイザー、平
成２７年よりデンタルサ
ポート株式会社取締役
社長. 
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　　佐藤（大橋）祥子 （カナダ・ケベック・ラバール大学医学部 教授）　
気がつけば、海外で研究生活２６年
　北川晴雄先生主催の薬物研究室での楽しかった卒業研究と鎌倉の日本ロシュ研究所のアカ
デミア精神旺盛かつ刺激的な研究環境に触発され、大学院に入り直し、基礎研究を選択して
から既に２８年の月日が経ちました。近年は基礎研究をめぐる環境も刻々と変化しております
が、このような状況においても研究活動に生き甲斐を見つけられるのは、薬学研究の洗礼を
最初に受けた事が懐刀のように心に根付いているおかげだと思っております。ロンドン、ア

メリカ西海岸ベイアリアを経て、そのまま西に向かって日本に到着せずに、極北のケベックに不時着し、研
究室を開催して１６年目に突入しました。 糖生物学研究から生まれる発見の医療への応用と、シングルセル
追跡装置の完成を目指しております。カナダの雪に埋もれることなく、スティーブ・ジョッブの言葉『The 
only point you fail is when you give up．』を胸にこれからも千葉大薬学卒業生の誇りを忘れずに雪道を歩
みたく思います。 （昭和５８年卒業）

　　穐山　　浩　（国立医薬品食品衛生研究所　食品添加物部長）　
　私は博士課程を修了後、平成５年に国立衛生試験所（現国立医薬品食品衛生研究所）の食
品部に入所し、平成１９年に代謝生化学部、平成２３年より食品添加物部と、常に食品衛生行政
に直接対応する研究業務に従事してきました。本研究所は、科学技術と人間の調和を保つた
めの役割を担う“レギュラトリーサイエンス”を実施することを使命としています。現在は、
部長として薬局方の添加物版にあたる“食品添加物公定書”の改正作業、内閣府食品安全委
員会、厚生労働省等の会議参加、学会活動や研究打ち合わせ等が多く、研究者としては寂し

い日が続いております。しかし行政機関、食品企業、地方衛生研究所の方々との交流や、国際会議への参加
を通して、人脈も視野も広がり人間的には“心身ともに？”幅がでてきたように思います。千葉大学薬学部
研究室出身の先輩や後輩の先生方とも共同研究して、いろいろな面で助けてもらっております。
　社会貢献として講演・講義に招待されることも多くなりました。大学院生時代や入所間もない新人の頃は、
学会発表の際に発表原稿を準備して、緊張しながら発表しておりましたが、最近は講演直前までパワーポイ
ントスライド作成し、アドリブで話をしております。しかも人前で話すことがなにか“快感”のようになっ
てきました。このような成長は千葉大学の研究生活の経験があったからこそと感謝しております。今後は微
力ながら薬学部・薬学研究院のなにかお役にたてれば幸いです。（平成27年４月１日 食品部部長に異動）
 （平成５年博士課程修了）

　　斉藤　克也　（株式会社コウズケア　代表取締役）　
　千葉大学では製剤工学研究室で学びました。昨年は同窓会があり仲井先生、山本先生を始
めとする恩師、先輩、後輩と再会し、皆さんのご健在ぶり、ご活躍ぶりに、また同じ時期に
大学生活を過ごした森部久二一先生が教授となり研究室の新しい体制がスタートしたことに
刺激をもらってきました。さて６年間の（鷲のマークの）製薬メーカー勤務後、現在、私は
医薬分業の先進地域として知られる長野県上田市で薬局５店を経営しています。創業から
２００年以上、私が９代目といういわゆる老舗である一方で、昨年にはコンビニとの併設薬局を

オープンするなど新しいことも楽しんでいるところです。ただ薬局の事業環境もどんどん変化しており、そ
れなりにストレスを感じることもあります。そんな時にありがたいのはやはり大学時代の友人。毎年のよう
に『肉々会』と称して上野に集まって焼肉を食べたり、栃木へ一泊でゴルフ合宿（もちろん夕食は焼肉）に
出掛けたりして心底リフレッシュさせてもらっています。そろそろ焼肉にこだわる年齢ではなくなってきま
したが、その時は焼肉ではない旨いものをみつけて一緒に楽しみたいです。 （平成２年卒業）

　　佐々岡　沙羅　（宮城県警察科学捜査研究所　研究職員）　
　現在、宮城県警察科学捜査研究所（いわゆる科捜研）で、勤務しています。専門は化学分
野で、様々な鑑定・研究を行っているので、紹介も兼ねて一部を羅列します。
　覚せい剤・麻薬・大麻・危険ドラッグ・催眠薬等の医薬品・農薬・毒物・ヒ素等の重金
属・アルコール・界面活性剤・車両等の塗膜・灯油等油類・プラスチック・インク・繊維・
土砂・コンクリート・ガラス・紙・粘着テープ・爆発物・・・。検査試料は血液・尿・胃内
容物・植物・飲食物・顕微鏡レベルの微細物から運べない物まで多岐にわたり、一生に一度

しか行わない鑑定も多数あります。薬学も、分野が広いと学生時代に感じていたので、似ていますね。
　昼夜問わずの鑑定要請、裁判の証人出廷、変死事案が日常という少し変わった職場ですが１０年以上勤めて
いると慣れるものだと思っていたら、東日本大震災で自分の考えの甘さに気付かされました。DNA型検査
のための数千の遺体資料や遺族資料に接する中で、日常がどんなに幸せだったか気づき、友人・知人の気遣
いや親切に感激する日々を過ごしました。今後も様々なことに遭遇すると思いますが、辛かったことは忘れ、
楽しかったことは記憶し、強く楽しく人生を歩んでいけたらいいなと思います。 （平成２４年博士課程修了）
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卒業生(留学生)か卒業生(留学生)からら

　　黄　永　（カリフォルニア大学　Associate Adjunct Professor）　
　私は１９９３年今成登志男先生の主催する薬品分析化学研究室に博士課程学生として
加わり、１９９６年に無事修了し学位を取得しました。その後東京大学薬学部で３年間
ポスドクを経験した後田辺製薬大阪研究所に入り、薬物動態研究に従事しました。
２００１年、機会を得て米国カリフォルニア大学（UCSF）のDrug Studies Unitに留学
し、２００６年にAssistant Adjunct Professorの職を得ることができました。その後、
Unitのdirectorを勤め、２００９年にAssociate Adjunct Professorに昇任し現在に至っ

ています。千葉大学を離れてから１８年、あっという間でした。現在は妻（寥敏）、娘（Nicole，１２歳）及び息
子（John，１０歳）と楽しく生活しています。今でも千葉大学で過ごした日々をはっきりと思い出すことがで
き、もし機会にあれば、お世話になった先生方々及び同級生達と是非お会いしたいと思います。

　　Chaidedgumjorn Amornrut　（シルパコン大学薬学部　Ａssistant Professor）　
　I was fortunate to attain Monbusho scholarship in 1996, and was suggested to 
apply to Chiba University by Ajarn Lawan Sripong, who was my instructor when I 
was undergraduate student. I enrolled at Department of Bio-analytical chemistry 
under supervision of Prof. Toshio Imanari and Prof. Toshihiko Toida and I earned my 
Master degree in 1999 and PhD In 2002. During I studied here, my SENSEI and 
Japanese friends took care and supported me both in research and life activities in 

Japan that made me feel at home and enjoyed my life. The life sharing and joining laboratory trip, 
parties and every activities with Japanese friends were fabulous memory, and these also enhanced 
my Japanese language ability improvement. I would like to say many thanks for many kind helps to 
Mr. Tomohiro Maruyama, Ms. Makiko Shima and Mr. Atsushi Suzuki, my Japanese friends I met at 
first year in Laboratory. For the research courses, the study in this Laboratory gave me an 
opportunity to work with advanced instruments especially NMR and GC-MS. Furthermore, the 
knowledge I acquired in the areas of structure elucidation and analysis of polysaccharides with their 
bioactivities helped me develop my career in the area of pharmaceutical analysis as an instructor at 
Silpakorn University, Thailand. All these experiences here made me stronger to overcome obstacles 
I've faced and help me to broaden out my perspectives in research education in my faculty. Finally, 
I deeply appreciate to Prof. Toshihiko Toida for his advice and kindness during I studied until 
nowadays.

Assistant Professor Amit Rai arrived from National University of Singapore （NUS）, 
Singapore to join our Faculty of Pharmaceutical Sciences, Chiba University, at Inohana 
campus in January 2014. His research interest includes application of integrative omics 
towards better understanding of properties of biochemical processes of interest, 
particularly of secondary metabolites, and their regulation. He has been using multi-
omics based systems biology approach on several biological systems, such as 

Arabidopsis, Oryza sativa（Rice），Microcystis aeruginosa, Pseudomonas aeruginosa, Osmium sanctum 
and Human/mouse cell lines to answer different biological questions.

Dr. Amit received his bachelors of engineering training in Biotechnology from B.I.T Mesra, India 
（2008），and was awarded gold medal for his excellent academic records. He later joined Department 
of Biological Sciences, NUS as a Doctoral student under supervision of Associate Professor Sanjay 
Swarup in the year 2008, and was awarded a Ph.D. in June 2013. Dr. Amit also served as part time 
teaching assistant during his doctoral studies, and was awarded Best teaching assistant in the year 
2010. He was awarded Post-doctoral fellowship by Synthetic Biology Consortium, NUS, and continued 
his research in the same lab （Metabolite Biology Laboratory, NUS）. During his doctoral research, Dr. 
Amit got extensive training to generate, analyze and integrate multi-omics datasets. 

Amit Rai

新 任 教 員 挨新 任 教 員 挨 拶拶
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　今年１月末に高山研究院長、山本友子副学府長らがタイバンコクにあ
るマヒドン大学薬学部を訪問し、ダブルディグリープログラム協定につ
いて調印を行いました。今年10月からの本プログラム参加者受け入れに
向けて準備が進んでいます。先方からの留学希望者は大変多く、選抜に
困るほどの人気だそうです。国際交流は、これから解決しなければなら
ない問題も少なくありませんが、若い世代を育成する意味においても手
を抜けません。会員の皆様のご支援をお願いいたします。
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薬 学 部 こ の 一 年

　千葉大学は、平成２６年９月２６日付けで文部科学省の「スーパーグローバル大学等事業『スーパーグローバル大
学創成支援』」のタイプB（グローバル化牽引型）に採択されました。『スーパーグローバル大学創成支援』は、
我が国の高等教育の国際競争力の向上及び大学改革により徹底した国際化を進める、世界レベルの教育研究を行
うトップ大学や国際化を牽引するグローバル大学に対して、制度改革と組み合わせ文部科学省が重点支援を行う
もので、千葉大学は、これまでの実績を基に更に先導的試行に挑戦し、我が国の社会のグローバル化を牽引する
大学を対象とした「タイプB：グローバル化牽引型」（全２４大学）として採択されたものです。薬学研究院も本プ
ログラムの中核的な役割を期待されており、国際化に向けて協力体制を整えて行きます。

 チチチチチチチチチチチチチチチチュュュュュュュュュュュュュュュュララララララララララララララララロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンン大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部長長長長長長長長長長長長長長長長チュラロンコーン大学薬学部学部長一一一一一一一一一一一一一一一一一行行行行行行行行行行行行行行行行来来来来来来来来来来来来来来来来日日日日日日日日日日日日日日日日行来日 
　昨年１１月１０日、タイ王国チュラロンコーン大学薬学部
長 Rungpetch Sakulbumrungsil先生と教員７名が来学
されました。タイの大学の薬学部も教育システムが６年
制に移行し、本学の６年制教育体制を視察に来られまし
た。チュラロンコーン大学薬学部とは約２５年の学部間交
流実績の歴史があり、現在も毎年教員・大学院学生の交
流が続いています。

ソソソソソソソソソソソソソソソソウウウウウウウウウウウウウウウウルルルルルルルルルルルルルルルル大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部ととととととととととととととととジジジジジジジジジジジジジジジジョョョョョョョョョョョョョョョョイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンポポポポポポポポポポポポポポポポジジジジジジジジジジジジジジジジウウウウウウウウウウウウウウウウムムムムムムムムムムムムムムムム ソウル大学薬学部とジョイントシンポジウム 
　平成26年11月20日から22日までの3日間、ソウル国立大学薬学部
から教員７名、大学院学生２名が来学され、21日には第３回ジョイ
ントシンポジウムを共同開催しました。2010年秋に部局間交流協定
の締結を機に第１回を本学で有機化学、物理系をテーマに、2012年
秋には第２回を、医療系、生物系をテーマにソウル国立大学で開催
し、交流を深めています。

文文文文文文文文文文文文文文文文部部部部部部部部部部部部部部部部科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学省省省省省省省省省省省省省省省省のののののののののののののののの「「「「「「「「「「「「「「「「ススススススススススススススススーーーーーーーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーググググググググググググググググロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーババババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルルル大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学創創創創創創創創創創創創創創創創成成成成成成成成成成成成成成成成支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業」」」」」」」」」」」」」」」」にににににににににににににににに採採採採採採採採採採採採採採採採択択択択択択択択択択択択択択択択！！！！！！！！！！！！！！！！ 文部科学省の「スーパーグローバル大学創成支援事業」に採択！ 

西西西西西西西西西西西西西西西西田田田田田田田田田田田田田田田田篤篤篤篤篤篤篤篤篤篤篤篤篤篤篤篤司司司司司司司司司司司司司司司司先先先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生生生がががががががががががががががが副副副副副副副副副副副副副副副副学学学学学学学学学学学学学学学学長長長長長長長長長長長長長長長長にににににににににににににににに就就就就就就就就就就就就就就就就任任任任任任任任任任任任任任任任 西田篤司先生が副学長に就任 
　昨年４月に就任された徳久剛史
学長の要請を受け、西田篤司教授
が副学長（国際担当）に就任され
ました。千葉大学がスーパーグ
ローバル大学等事業に採択された
のを機に、益々その活動の場を広
げられ、千葉大学の発展に重責を
担われています。
　右の写真は２０１４年９月，日露学
長会議開催準備のため千葉大学代
表団の一員としてモスクワ大学を
訪問されたときの記念写真です。
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　昨年１１月の約１ヶ月間、日本学生支援機構のプログラムにて、タイ王国
のチュラボーン大学院に留学する機会を頂いた。留学中は天然物合成の研
究テーマを頂き、現地の学生と一緒に研究生活を送った。
　タイで出会った人たちは皆親切で温かく、とても楽しい日々を過ごすこ
とができた。学生、職員ともによく話し、コミュニケーションを楽しんで
いるような姿が印象的だった。また、大学院には多くの留学生が在籍して

おり、留学生も現地の学生も英語がとても上手である。卒業後は欧米に留学したいと話している学生も多く、世
界に目を向けている姿に私自身も大きな刺激を受けた。
　このような素晴らしい機会を与えて下さった全ての方々への感謝を忘れず、残りの大学院生活も精一杯過ごし
たい。 　（薬品合成化学研究室　天児　由佳）

　平成２６年８月２７日より記念すべき１０回目の薬学部ソフトボール大会が開
催されました。今回は参加研究室が１９と大幅に増え、多くの教職員と学生
が懸命に白球を追いかける白熱したゲームを繰り広げました。不運にも大
会期間中は天候に恵まれず、ゲームの延期が続きましたが、９月６日の決
勝戦をもって全ての戦いの幕を閉じました。今回の優勝は病態分析化学
チーム、準優勝は薬効薬理学チーム、第３位は生体機能性分子チーム及び
薬品合成化学と薬品製造学の合同チームでした。今年はどこのチームに栄冠が輝くでしょうか！

　平成２６年９月１２日（金）に、五十嵐一衛先生（千葉大学名誉教授・昭和３９
年学年理事）と私、片桐（平成１３年学年理事）が、内閣府が主催する「第１２
回（平成２６年度）産学官連携功労者表彰」の経済産業大臣賞を受賞いたしま
した。また、平成２７年２月４日（水）には、ベンチャークラブちば主催の第
３１回ビジネスプラン発表会「あすのちばを支えるビジネスチャレンジコンテ
スト」が開催され、こちらでも、大賞を受賞いたしました。五十嵐先生の研
究成果を基に起業した「千葉大学発ベンチャー・株式会社アミンファーマ研
究所」の取組が高く評価されたことを心から喜んでおります。
　薬学部の研究成果から事業化を行った事例が、このように評価されたこと
を大変うれしく思います。今後も研究開発に益々取り組んで参りたいと思っ
ておりますので、薬友会の皆様のご支援、ご理解の程をどうぞよろしくお願
い申し上げます。 （平成１３年学年理事　片桐　大輔）

成成成成成成成成成成成成成成成成績績績績績績績績績績績績績績績績優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞・・・・・・・・・・・・・・・・修修修修修修修修修修修修修修修修士士士士士士士士士士士士士士士士論論論論論論論論論論論論論論論論文文文文文文文文文文文文文文文文優優優優優優優優優優優優優優優優秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀発発発発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表表表者者者者者者者者者者者者者者者者がががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定 成績優秀賞・修士論文優秀発表者が決定 

第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部ソソソソソソソソソソソソソソソソフフフフフフフフフフフフフフフフトトトトトトトトトトトトトトトトボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルル大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催 第１０回薬学部ソフトボール大会を開催 

タタタタタタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイイイイイイチチチチチチチチチチチチチチチチュュュュュュュュュュュュュュュュララララララララララララララララボボボボボボボボボボボボボボボボーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンン大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学院院院院院院院院院院院院院院院院大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学へへへへへへへへへへへへへへへへ留留留留留留留留留留留留留留留留学学学学学学学学学学学学学学学学ししししししししししししししししてててててててててててててててて タイチュラボーン大学院大学へ留学して 

五五五五五五五五五五五五五五五五十十十十十十十十十十十十十十十十嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐嵐一一一一一一一一一一一一一一一一衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛先先先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生生生がががががががががががががががが経経経経経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済産産産産産産産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業業業業業業業大大大大大大大大大大大大大大大大臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞 五十嵐一衛先生が経済産業大臣賞を受賞 

 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬友友友友友友友友友友友友友友友友会会会会会会会会会会会会会会会会室室室室室室室室室室室室室室室室がががががががががががががががが医医医医医医医医医医医医医医医医薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究IIIIIIIIIIIIIIII期期期期期期期期期期期期期期期期棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟７７７７７７７７７７７７７７７７薬友会室が医薬総合研究I期棟７階階階階階階階階階階階階階階階階階（（（（（（（（（（（（（（（（７７７７７７７７７７７７７７７７００００００００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１））））））））））））））））（７０１）ににににににににににににににににででででででででででででででででききききききききききききききききままままままままままままままままししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたにできました 
　念願だった薬友会室ができ、毎週金曜日に職員（ 茶田 さん）が在室

ちゃだ

して資料の整理などを行っています。特に来年は会員名簿発行年でも
あり、所在不明者の調査その他より正確な名簿の作成を目指して作業
しています。

　博士後期課程植田圭祐さん、修士課程庄司竜麻さんが成績優秀
賞を受賞しました。受賞者は、３月２５日の千葉大学修了式におい
て、千葉大学長より表彰されました。また、平成２５年度修士論文
発表会からの試みとして、優秀な発表を行った学生に対して「医
学薬学府長表彰 修士論文（総合薬品科学専攻） 優秀発表賞」を
実施しております。選考では、研究内容、発表内容、発表態度、
質疑応答等が審査されます。平成２７年３月２日、３日に行われた

修士論文発表会では、昨年度に負けず劣らず素晴らしい発表がされました。今年度は、前田侑也さん、庄司竜麻
さん、松尾宜朗さん、村上洋介さん、堀弘人さん、孫雨晨さんが優秀発表者に選ばれました。庄司さんはなんと
ダブル受賞です！３月２５日の学位授与式の際に行われた表彰式では、表彰状と記念品が授与されました。

前前
田田

植植
田田

庄庄
司司

松松
尾尾

村村
上上

堀堀 孫孫
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研 究 室 便研 究 室 便 りり

　環境リスク研究室（平野研）は、国立環境研究所内
にあり、現在、博士課程の大学院生が在籍しています。
研究テーマは、①「ヒ素化合物の代謝機構と白血病細
胞への作用機序の解明」と、②「カーボンナノチュー
ブ、銀粒子、二次生成粒子、PM２.５など粒子状物質の
生体影響機構の解明」の２つに大きく分かれます。ナ
ノトキシコロジー分野で共同研究を進めてきている
EUのほか、エジプトや韓国からの共同研究者や研究
生も一緒に研究を進めています。機器を用いた測定・
分析結果と、生化学的手法を用いた遺伝子やタンパク
の変化をもとに、培養細胞や実験動物における環境有
害物質の生体作用機序を解明することを目指していま
す。

　平成２７年２月現在、本研究室には根矢三郎（教授）・
星野忠次（准教授）の職員２名と大学院生・学部生２１
名の総勢２３名が在籍しています。研究室では生物無機
化学解析や計算科学手法による創薬研究を進めており、
昨 年 度 はArtif. Organ, Inorg. Chem., J. Mol. 
Graphics. Model., Org. Lett.などに論文を発表しまし
た。また、博士課程３年生の筬島智則さんが本年３月、
無事に学位を取得しました。鈴木助教は２月から島根
大学総合理工学部に講師として栄転されました。根矢
教授は昨年８月に特別研究員等審査会専門委員として
日本学術振興会から表彰を受けました。

薬品物理化学

環境リスク（国立環境研究所）

　本年度は、教員３名、学振PD、博士９名、修士５名
と学部生１２名が在籍し、シグナル伝達の研究に取組ん
でいます。昨年より、Silpakorn大学からダブルディ
グリー学生Jintana Tragulpakseerojnさんが加わりま
した。第１３４回日本薬学会では、井出雄大君、久保田翔
君、武田祐美さん、長谷川仁美さん、山口弘美さんが
優秀発表賞、幸龍三郎君が学術ハイライト演題に選ば
れ、第８７回日本生化学会では本田拓也君が若手優秀発
表賞に選ばれました。昨年度の久保田翔君に続き、久
保田将一君が学振特別研究員に採用されました。９月
には「第１４回次世代を担う若手ファーマ・バイオフォー
ラム」学術集会を亥鼻で行います。頑張っております
ので、卒業生の皆様、お気軽にお立寄りください。

分子細胞生物学

　本年度も斉藤和季教授のもと、教職員・学生の計２６
名で研究活動を進めています。当研究室は、植物が生
産する化学成分には薬理活性や健康機能性を有する物
質が多く存在することに着目し、植物が生産する多様
な天然化合物の生合成に関わる酵素や遺伝子のゲノム
レベルでの制御機構の解明とそのバイオテクノロジー
応用を目的とした研究に取り組んでいます。写真は研
究風景です。最近の研究活動の詳細については、研究
室ウェブサイト（http://www.p.chiba-u.jp/lab/idenshi/）
をご覧下さい。薬学基礎研究の発展に貢献すべく日々
頑張っておりますので、今後とも温かいご支援をお願
い申し上げます。

遺伝子資源応用
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　遺伝子創薬学研究室は、公益財団法人かずさDNA
研究所との連携協力講座で木更津市のアカデミアパー
ク内にあります。こちらでの研究内容を簡単にご紹介
しますと、１）小原らは、免疫･アレルギー疾患の発症
機序や診断法･治療法開発のためのゲノム解析、２）中
山らは、新しい部位特異的組み換えシステムを用いた
ゲノムエンジニアリング技術の開発と次世代シーケン
サーを用いた遺伝子検査法の開発、３）鈴木らは、網
羅的な代謝物解析による有用代謝物に関与する遺伝子
と代謝物アノテーションの技術開発、を行っています。
それぞれのグループが
協力しながら医療や産
業応用を目指した研究
を行なっております。
また、今年度より主実験
室が３階西棟に移動し
ましたので、お立寄の
際はお気をつけください。

かずさDNA研究所（遺伝子創薬学）

　当研究室で
は、スフィン
ゴ脂質、プロ
スタノイド、
ニ ー マ ン・
ピック病C型、
肺線維症など
を研究テーマ
としておりま
す。平成２７年
３月現在、３名の教員（村山俊彦教授、藤野裕道准教
授、中村浩之助教）、大学院生１１名（博士課程３名、
修士課程８名）、学部学生９名が在籍しております。
また、藤野准教授が「がん増悪化情報伝達系へのプロ
スタノイド受容体の役割」に関する研究業績により、
平成２７年度の日本薬学会学術振興賞を受賞しました。
さらに、村山教授、中村助教は薬品合成化学研究室の
西田篤司教授と共同で「セラミド誘導体を用いたゴル
ジ体標識化蛍光プローブ」の開発に成功し、平成２５年
度千葉大学優秀発明賞を受賞しました。

薬効薬理学

　高齢者薬剤
学研究室の
２０１４年度は、
４月より樋坂
章博教授が着
任され、新し
い体制でス
タートしまし
た。博士、修
士、学部生と、

他研究室で共同研究する学生の出入りも増え、２０１５年
の年明けからは３年生も加わり、約２０名のメンバーが

臨床薬理学（高齢者薬剤学）

　当研究室では、循環器疾患の病態解明やそれに基づ
いた新たな治療法の開発を目指した研究を行っていま
す。わが国では高齢化や生活習慣の欧米化により循環
器疾患の患者数は増加傾向にあります。これまでたく
さんの治療薬が開発され使われてきましたが、治療に
反応せず改善がみられない患者さんはまだ多くいらっ
しゃいます。特に心臓の働きが悪くなる重症の心不全
では、生命予後は極めて悪く心臓移植しか治療法があ
りません。病気の進行を止めるような有効な治療薬を
開発して患者さんの役に立ちたいと思います。ゼロか
らスタートした研究室ですが、メンバーは医学部の大
学院生も合わせて１０名を超えるまでに成長しました。
皆、仲良く頑張って研究を行っています。

分子心血管薬理学

生物薬剤学
　生物薬剤
学研究室で
は、現在、
教 員 ３ 名
（伊藤晃成
教授、関根
秀一助教、
青木重樹助
教）、大 学
院生１０名（博士課程４名、修士課程６名）、学部生（７
名）の研究体制で、医薬品による毒性発現の分子メカ
ニズムとこれに基づく毒性予測法開発に向けた研究に
取り組んでいます。
　昨年の日本薬学会では田中彩華さん（H２５年度卒業）、
修士課程１年の荒川公一君が、日本毒性学会では、修
士課程２年の薄田健史君が優秀研究発表賞を受賞しま
した。
　研究室内では、今春３月末に博士課程への進学、製
薬企業の研究職、開発職へとそれぞれの道を歩き始め
ております。また１月には学部３年生（４名）が、４
月には博士課程に３名が進学しており、新たな体制で
研究がスタートしています。研究室HPも是非覗いて
みて下さい。

賑やかに日々活動しています。研究テーマは薬物動態、
薬理学を基盤に、実臨床に近いテーマから基礎的な研
究まで幅広く取り組んでいます。８月には研究室旅行
で八景島に出かけました。写真はそのときの１枚です。
また夏と秋には樋坂教授の共同研究者を交えて創薬モ
デリングセミナーを研究室で実施しました。１１月の卒
論発表会を終えて６年生が勇退し、現在各自が新たな
気持ちで研究に向き合っているところです。
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　本年度の病
院薬学研究室
は、教員３名
（石井伊都子
教授、有吉範
高准教授、藤
吉正哉助教）、
大学院生４名、
６年生２名、
５年生２名、
４年生２名で構成されており、脂質異常症とその合併
症を中心に薬物治療の適正化に関する研究など勢力的
に取り組んでいます。当研究室では、医学部附属病院
薬剤部と毎週月曜日に合同セミナーを行っており、交
流も盛んです。平成２６年１１月より病院薬剤師経験者で
ある藤吉正哉助教が就任し、さらに連携が密になりま
した。今後も、研究室員だけではなく病院薬剤部の先
生方、共同研究先の先生方と切磋琢磨し、研究活動を
進めていきたいと存じます。OB/OGの皆様、お近く
に来られた際にはぜひお立ち寄りください。

医療薬学（病院薬学）

　平成２７年度
４月より研究
室は「社会薬
学」に名称変
更となり構成
は、教員３名、
事務補佐員１
名、大学院生、
６年生、５年
生、４年生が

５名ずつの２４名です。研究は、薬物治療等の臨床の課
題を扱うため研究の場は学内にとどまらず、様々な医
療機関や研究施設と連携をもち、共同研究先の先生方
や社会人大学院生等から多くの刺激を受けつつ日々研
鑽に励んでいます。また、地域貢献として平成２６年９
月に「飲酒・喫煙・薬物の害と私たちの健康」、１２月
に「無菌製剤処理実務研修会　基礎編・応用編（千葉
県薬剤師会共催）」等、様々な活動を行っております。
これからも学外の多くの方々との繋がりを大切に臨床
の課題に取り組んでいきたいと思います。

社会薬学（臨床教育）

　この３月に研究室として３回目の卒業生を社会に送
り出し、平成２７年度からは教員３名、大学院生２名、
６年生２名、５年生１名、４年生１人と、総勢９名の
研究室となりました。
研究内容は、「吃逆に用いる柿蒂煎じ液の煎じ方法の
違いによる有効性の研究」、「先発点眼薬と後発点眼薬
の比較研究」など臨床現場での解決すべき課題に焦点
を置いています。また、分子心血管薬理学教室と共同
で、在宅医療における薬剤師の役割の確立を目指して
心不全患者の在宅薬物治療管理のできるスペシャリス

実務薬学

　生化学研究室では培養細胞、ゼブラフィッシュ、
ショウジョウバエを研究対象として、1)細胞同士のコ
ミュニケーションを担うNotchシグナルがどのように
分子レベルで制御されているか、2)Notchシグナルが
個体発生においてどのような役割を持っているのか、
3）老化に伴ってなぜ記憶は低下するのか、について日
夜研究を行っています。
　今年度はスタッフ3名、学生17名、職員2名、総勢22
名になりまし
た。各自が自
分の研究テー
マに真摯に取
り組み、新し
い発見を目指
して日々研究
に取り組んで
いきたいと思
います。

生化学

平成２６年度現在、千葉教授、小林准教授、降幡助教と
学生２０名が研究室に在籍しています。
昨年10月には、サンフランシスコで日本・北米合同の
国際会議があり、研究室からは学生７名が参加・発表
しました。また、12月から1月にかけ、タイからの短期
留学生が研究室に滞在しました（写真）。いずれも、英
語でのコミュニケーションや文化の違いの認識など、
学生達にとって世界に視野を広げるよい機会となった
と思います。
また、平成２６年度より千葉教授が日本薬物動態学会の
会長を務めています。会長の研究室としてより一層気
を引き締め、研究室員一同、精力的に研究室活動に取
り組んでいます。

薬物学

ト薬剤師の養
成に関する研
究も行ってい
ます。薬剤師
の実務と研究
の架け橋とな
るよう日々精
進しておりま
す。今後とも
温かいご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。
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　卒業生の皆
さん、最近の
薬化学研究室
は：
☆２０１４年４月、
研究員が二
名、加わり
ました。
☆２０１４年８月、
ソフトボー
ル大会に参
加するものの、屈辱的二回戦敗退。土を袋に詰めな
がらリベンジを誓いました。
☆２０１５年２月、濱田先生の退官に際し、最終講義及び
祝賀会が盛大に行われました。
☆２０１５年２月、薬科学科（四年制）の３年生３名、薬
学科（六年制）の３年生１名が加わりました。
　最近では教員（全員）も実験に加わり、一丸となっ
て研究に励んでおります。２０１５年度から新しい薬化学
研究室を運営させていきます。

薬化学

　西田教授
をはじめと
するスタッ
フ３名と大
学院生・学
部生１４名で、
有機合成化
学のフロン
ティアに挑
んでいます。
看 板 プ ロ

ジェクトである天然物合成研究では、世界に先駆けて
いくつかのアルカロイドの全合成を達成しました。新
規触媒反応の開発研究に携わる大学院生諸君も学会発
表で数々の表彰を受け、３名の大学院生が日本学術振
興会特別研究員に採用されています。現在３名の留学
生が在籍していますが、さらに西田教授が取り纏める
アジア研究教育拠点事業による海外研究者・大学院生
との研究交流や、天児（D２）がタイ王国へ、森川（D
２）が米国へ短期留学するなど、国際交流も活発にな
りました。詳細は研究室のウェブサイトをご覧下さい。

薬品合成化学

　山本名誉
教授は、昨
年７月より
科学技術振
興 機 構
（JST）のプ
ログラム主
管としてご
活躍されて
います。森部教授が主宰する研究室は、昨年１０月に東
助教が講師に昇任、本年４月には植田圭祐博士が助教
に採用され、教員の平均年齢３５歳と極端に若返りまし
た。学生では、江上君（M２）、小川さん（M１）、重
久さん（B６）、竹内君（M２）、が諸学会で計５つの
優秀発表賞を受賞しています。一志君（B４）、大八木
さん（M１）、黒岩君（M１）はタイの大学に短期留学、
タイからは３名の学生を受け入れ、国際交流も活発で
す。教授室や研究室を改装し、居住環境は大きく様変
わりしました。若さを武器にグローバル化の波を乗り
越えていきます。

製剤工学

　平成２６年度の病態分析化学はスタッフ・研究員・学
生を併せて２３名でスタートしました。それでは２６年度
のトピックを３つご紹介します。１）戸井田敏彦教授
が還暦を迎えられ、お祝いのパーティーを５月１０日に
開催しました。当日は研究室の卒業生も集まり懐かし
い時間を過ごしました。２）７月に研究室のホーム
ページをリニューアルしました。以前と比べてシンプ
ルかつ見やすくデザインしました。３）毎年恒例の薬
学部ソフトボール大会で４年ぶりに優勝しました【戦

病態分析化学

　２０１４年度はスタッフ３名と大学院・学部学生１２名、
補助員２名で細菌感染症や薬剤耐性機構の研究に取り
組みました。複数の共同研究も進み、エキサイティン
グな日々を送っています。「第９７回日本細菌学会関東
支部総会」では庄司竜麻君（修士２年）が発表し、「学
生優秀発表者賞」を受賞しました。３月には修士論文
発表が立派に行われ、博士課程及び企業で研究活動を
新たに開始しました。山本友子教授は「特任教授」と
して、引き続き千葉大学で研究生活を続けられます。
一方で、研究室旅行、杏収穫祭などなど、楽しい企画
も満載でした。
４月からは新
４年生、博士
研究生が加わ
り、更なる飛
躍を目指して
研究活動に精
進していきた
いと思います。

微生物薬品化学

績はvs活性（１８－３）、vs薬化（９－８）、vs生体機能
（５－４）、vs薬効（１０－６）】。研究室員一同、今年度
も全てのことに全力投球で取り組んでいきます。
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　活性構造化学研究室の２０１４年の
一番の出来事はやはり當銘一文博
士のご栄転です。當銘博士は２００５
年に当研究室の博士課程を修了し、
メナード化粧品の研究員として４
年間勤務した後、２００９年より当研
究室の助教として教育と研究に努
力を重ねていましたが、２０１４年９
月に富山大学和漢医薬学総合研究

所の生薬資源科学分野へ准教授として昇任・転出しま
した。當銘博士は学部４年から学位取得までの６年間
と助教としての５年間の計１１年間、活性構造化学研究
室でがんばりました。その結果、平成２６年度日本生薬
学会奨励賞も受賞しましたので大変おめでたいことが
重なりました。今後の富山大学での活躍を期待してい
ます。

　本研究室は、４名の教員と博士課程７名、修士課程
５名、学部学生８名、秘書１名の総勢２５名で構成され
ています。花岡助教が昨年５月に群馬大学医学部に准
教授に就任されました。また、１月には鈴木助教が着
任され、新体制となりました。本研究室では、がんの
画像診断薬剤やアイソトープ治療薬剤の開発研究を進

分子画像薬品学

活性構造化学

　医薬品情報学講座（マツモトキヨシHD寄附講座）は、
研究室立ち上げから早２年が経ち平成２７年４月で３年
目を迎えます。最近では、神戸市で開催の日本薬学会
第１３５年会で、３つの研究プロジェクトから有意義な
成果をポスターあるいは口頭で発表する等、研究員、
学生一同頑張っております。
　例えば、需要者中心のセルフメディケーションに向
けた医療者の意識と課題についての調査、OTC薬添付
文書の内容を利用者に理解しやすくするピクトグラム
の開発に関する研究、及び患者の行動変容を促すコ
ミュニケーショ
ン能力向上のた
めの薬剤師教育
プログラム開発
等の研究プロ
ジェクトから意
義ある成果が今
まさに収穫でき
そうな時期に来
ております。

医薬品情報学（マツモトキヨシホールディングス）

　２６年度は高山廣光教授（薬学研究院長・薬学部長）、
北島満里子准教授、小暮紀行助教と博士課程５名、修
士課程１１名、学部５年生２名、学部４年生５名の計２３
名の学生が在籍し、アルカロイドをターゲットにした
合成研究、成分探索研究、医薬化学研究に取り組みま
した。これにより北島准教授が日本生薬学会学術貢献
賞、メディシナルケミストリーシンポジウム優秀賞を
受賞しました。また、昨年３月に熊本で開催された日
本薬学会第１３４年会において、前田博行くんが優秀発
表賞を受賞しました。
　２６年度のD３（石田寛明）の学位論文題目は「新規
骨格LycopodiumアルカロイドLycoposerramine-Rの
不斉全合成」です。学位論文の題目などにご興味のあ
る方は研究室のHPをご覧下さい。

生体機能性分子

めており、
多くの成果
を上げてい
ます。博士
課程１年の
水野君が日
本学術振興
会特別研究
員に採用さ
れ、また修
士課程１年
の横山さんがなのはなコンペ２０１５を受賞しました。コ
ンパ、研究室旅行、秋のソフトボール大会を楽しみつ
つ、日々研究活動に励んでおります。OB/OGの皆さ
ま、研究室が懐かしくなった際には、ぜひお立ち寄り
下さい。

　長らく薬品製造学研究室を主宰してこられた石川勉
先生のご退職後、当研究室は鈴木紀行准教授の一人体
制で平成２６年度をスタートしました。その後平成２６年
７月に堂浦智裕特任助教を迎え、また平成２７年３月に
小椋康光教授が着任し、予防薬学研究室として新たな
研究活動を展開しています。現在、小椋教授は生体微
量元素に注目した衛生化学分野で、鈴木准教授・堂浦
助教はバイオプローブに関する研究を行っており、今
後はそれらの研究分野を融合した新たな展開を目指し
ています。
（研究室ホームページ：http://www.p.chiba-u.ac.jp/ 
lab/seizou）  （文責　鈴木紀行）

薬品製造学



－16－

亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨　Letters from Alumni　亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

ク ラ ス 通 信

昭和２０年卒業
　現在生存者１７名、物故者３８名です。
　卒業以来７０年を経て、齢も９０歳前後となり、同窓会
（るつぼ会）を昨年６月２８日上野駅に集合、料亭差し回
しの車で綾瀬「江戸一万来館」にて開催しました。
青森からは細川夫妻、坂本、横田、水橋、佐川の６名
逗子の桜井君逝去の連絡があり、温厚で穏やかな人柄
を偲び冥福をお祈りしました。
　卒業生の中の最古クラス会ともなり、薬友会として
会の発展充実への助言との話もあり、ワイワイガヤガ
ヤの思いつくまま①入学には卒業生の家族、子弟を
ボーダーラインの場合は優先優遇してほしい②会報に
は卒業生の就職状況、活躍状況ニュースなどの収載歓
迎等の声がありました。
　料亭の豪華な料理を楽しみ、懐かしい教授、講師の
諸先生、長谷川長さん、湊さん、森山さん、宮木さん、
ドイツ語の老先生、勤労動員、戦時中の船橋、船堀の
思い出、臥豚荘（当時は臥竜荘）の話題、気分は７０年
前の世界に入りました。何度話しても懐かしく若返る
ことが出来ました。最後に良き時代の歌を披露し母校
秋の逍遙歌で終わりました。 （佐川　安寿） 

昭和２４年卒業
戦後１期生の思い出　Ⅱ　勉強がしたかった。
　私ども昭和２４年度卒業生は一番若手でも今年で８５歳
となった。
　このところクラス会も開いていないが、幸いにして
この１年訃報に接していないので、皆健在と信じその
長命を願っています。
　私たちの世代は中学（旧制）では学徒動員で勉強よ
りも工場で働いた。
　幸いにして、千葉薬専に合格したが、出来の悪いク
ラスと言われた。
　一般教養の時間に講師から君たちはまるで本を読ん
でいない。医学部（医専は敗戦と同時に募集を停止し
ていたので、旧制高校卒の医学部進学者）の生徒は
びっくりするほど読書の幅が広いと言われ悔しいやら、
がっくりした思い出がある。
　実験の器具も不十分、ガスも止まったりした、良い
環境で最新の知識を学べる今の学生が羨ましい思いで
ある。 （酒井　正嘉）

昭和２５年卒業
　昨年２月新橋、新橋亭でのクラス会をもって一応組
織的会合は終焉したが、気のあった連中はそれぞれ親
交を続けている。この一年間で一番残念なことは、埼
玉県の阿出川登志雄君が、今年一月十七日亡くなった。
通夜には近在の佐子君が代表して旧友一同のお花を供
え、生前の活躍を偲び、冥福を祈った。鈴木も同席し
た。阿出川君は嘗て新橋亭のクラス会に夫人の介添え
で車椅子で参加してくれたことがある。
　漸くして今や生存者は下記の１５名になったが、年賀
状、電話などで消息交換ができている。東京４（松本
皎、角屋勇、高橋俊行、宮原源三）、神奈川４（勝又
敏雄、石井隆人、田中照夫、松本宏）、千葉５（飯島
昭治、森下良雄、成田昭和、三木春水、鈴木昭治郎）、
埼玉１（佐子茂）、長野１（安田齊）。大概は８５歳になっ
た。米寿、卒寿の友もいる。
　今冬は本当に寒かったが、一病息災、或いは二病を
抱えながらも、それぞれ対処よろしく、頑張っている。
デイケアに通っている人もいる。特に療養中の諸兄に
は折角ご自愛下され春爛漫の頃には快気されますよう
祈ります。 （鈴木　昭治郎）

昭和３２年卒業（千葉薬３２会）
　昭和３２年卒業以来、あと２年で早くも６０周年を迎え
ることになる。
　折に触れてクラス会を開いてはいたが、皆が還暦を
過ぎた頃から改めて卒年に因んで千葉薬３２会と名付け、
毎年原則として３月２日
懇親会を持ち、旧交を暖
めると共に互いに励まし
あってきた。昨年からは
開催日時・場所も１０年間
固定して会を続けること
にしたが、今年の参加者
は１４名であった。
　在学中に始められたク
ラス雑誌“CHAOS”も
断続的に継続してきたが、

昭和２３年卒業
　H２６年の恒例のクラス会は小生の手術（脊柱管狭窄
症）の為、中止として皆さんにご迷惑をお掛けしたこ
とをお詫び致します。
　私共S２３年卒は終戦の年に正規４月の入学組と終戦
の為、軍の学校から復員し秋に入学した復員組と合計
９９人の大世帯で階段教室が使用できず講堂で講義を受
けました。２年次に進級者は８３人、卒業は６７名と厳し
く篩われました。
　就職先は戦後間もないころで求人も限られていまし
たが、それでも官庁、学校関係に１６名、製薬企業等の
民間会社３３名、開局者、又開局準備者など１０数名と大
体就職できた様である。これは先生方のご努力と先輩
方の今までの実績が有効に働いたと思われる。其の後
２～３人の早い時期の病気死去者を除きS６３年までは
全員元気で、計画されたクラス会に多数の方の出席を
得ていたが、平成も１０年代に入ると物故者も次第に増
え、１５年に１２名、１９年２１名、２４年３９名、２７年１月現在
４４名と成った。今回は北海道の井上猛君が２６年４月１７
日に、昨年まで１番元気でクラス会出席常連の青柳高
明君が１月１４日に逝去。『合唱』今年のクラス会は５月
に『新橋亭』新館で開催する予定です。『東京オリン
ピックまで頑張ろう』を合言葉に是非ご出席をお願い
致します。 （三浦　清） 
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卒後５０周
年記念号
ではほぼ
全員の寄
稿を得て
刊行され
た。
　この度、

来年早々の発刊を目指してVOL.８の企画が発表された。
４６名でスタートしたこの会も、残念ながら１０名の逝去
をみている。健在の全員がこの３月末で傘寿をクリア
する次第だが、当分は元気に過ごしたいものである。
 （小幡　誠）

昭和３３年卒業
　同級生は、３年次に医学部に転籍した２名を加えて
４６名（女子１１名、男子３５名）。残念ながら鬼籍に移った
人が６名（女子１名、男子５名）。故あって消息不明の
人が２名。残りは、男の平均寿命（８０.２歳）を既に超
えたか、近々手の届くところまでやって来ました。さ
すがに現役で働いている人は少なくなりましたが、ク
ラス会で午前２時まで痛飲し、朝飯をしっかり食べる
つわものもいて、「東京オリンピックまでは何として
も」を旗印に頑張っています。
　クラス会は毎春行われています。昨年は５年振りに
外房鵜原の鵜原館に１３名が集合し、楽しいひとときを
過ごしました。５年前に特別料理としてサービスされ
た「金目鯛の煮付」がお目当てでしたが、異常な高騰
で膳には乗らず、いささか残念でした。今年は、東京
目白の椿山荘です。この会報が配布される頃、多数の
同級生の元気な顔が見られることを切に願っています。
尚、昨春には渡辺和夫名誉教授に栄えある瑞宝中綬章
が授与され、クラス一同の誇りとなっています。
 （武藤　明臣）

昭和３４年卒業（亥鼻三四会）
　三四会では毎年一泊で会を開いていましたが、１４年
１０月に予定していた会が台風によって中止となり、１５
年２月１９日昼食会形式で開催となりました。場所は横
浜中華街萬珍楼點心舗で、旧暦の正月春節の日に合わ
せました。参加者は首都圏を中心に１６名で、點心料理
を味わいながら、恒例の近況報告をまじえ歓談しまし
た。終了後は、町へ出て採青（獅子舞）を見る予定で
したが大変な人出で、良く見られた人、あまり見られ
なかった人さまざまで自由解散となりました。
　今回も悲しい知らせがありました。昨年、小川通孝
さん、三枝焯子さんが亡くなられ、会の初めにご冥福
を祈って黙祷をささげました。 （神田　昌一） 

昭和３５年卒業（珊瑚会）
　昨年５月２８日　武藤、鹿倉両幹事の企画で日本最初
のロシア料理専門店「渋谷ロゴスキー」でクラス会を
開催。男性１１名、女性５名、計１６名が参加、カチュー
シャを口ずさんでロシア料理を堪能。近況報告、学生
時代の思い出、母校の最近の動向の報告等で歓談、次
回のクラス会で元気にお会い出来ることを楽しみにし
て解散した。老骨にムチ打ってと謙遜するが、いまだ
若々しくお元気な女性の方々が今回も会を一層盛り上
げた。
　日本の平均寿命の歳を迎えつつありますが、まだま
だ元気で旅行、山登り、ゴルフ、趣味、薬剤師の仕事
など楽しんで参りたいと思います。「珊瑚会は心の支
え」とのご意見、末永く大事にして参りましょう。
金井芳江様（那覇市）が昨年３月お亡くなりになった。
ご主人の金井孝雄様からのご報告に珊瑚会一同大変驚
いた。卒後４０周年記念のクラス会（平成１２年２月）は
沖縄で開催、金井ご夫妻に歓待され、大変お世話にな
りました。厚く御礼を申し上げ、「祈　御冥福」をお送
りして芳江様のご冥福を珊瑚会一同心からお祈りした。
 （秦　初博） 

昭和３６年卒業（三六会）
　我々のク
ラスは、昨
年と今年で、
大部分の者
が喜寿を迎
えた。少し
ずつ体力の
衰えを感じ
るが、活動
としては、
時々のクラ
ス会（ランチ
会食中心）
と、ほぼ毎年行う２泊３日の旅行である。１５年位前は
４０数人のクラスメート中、２０人近くが参加したことも
あるが、最近は最低４人のこともあった。
　２６年度は「お城めぐりの旅」と題して、１０月２１日か
ら２泊３日の旅をした。京都に集合し、兵庫県日本海
側の竹田城跡、同じく瀬戸内海に面した播州赤穂城、
次いで姫路城を訪れた。企画が皆の気に入ったせいか、
体調が良かったせいかこの数年では最高の８人参加し
た。お城を見るだけではなく、周辺の町の観光、移動
中の列車内でのおしゃべり、温泉や食事の楽しみなど、
旅行全体が楽しみである。いつまでできるだろうか。
 （村上　泰興） 
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昭和３７年卒業
　平成２６年の同期会は、６月１日（日）いつもの有楽
町ニュートーキョーで開催。１３名が出席した。各々の
この１年の報告や、幹事からの欠席者からの近況や、
故人を偲ぶ話などで、時間の経つのも忘れてしまった。
　今回誠に残念だったこと。①常連の斎藤光高・郁子
ご夫妻が、彼のリハビリのため欠席だったことである。
今年は出席予定と伝えられている。②暫く病床にあっ
た中島基之氏の訃報がクラス会のあと伝えられた。ク
ラスのリードオフマンが一人減って寂しい。
　ウルマンの詩にある如く、何歳になっても希望の波
を捉えて、若く生きたいものだ。同期会もそんな機会
の一つと思っている。同期の皆さん集まって気持ちを
若返らせましょう。
　今年平成２７年は６月１４日（日）に決定。場所は幹事
藤井・塚田両氏が、新規の場所を開拓しているので期
待している。 （近藤　清宏） 

昭和３９年卒業
　昨年度は久保君のお世話で、６月１日（日）にアル
カデイア市ケ谷にて同級会が開催されました。遠方か
らも皆さんが集まられ、出席者１９名で旧交を温め合い
ました。私たちは７０歳の半ばに差しかかりましたが、
皆さんとてもお元気で楽しい一時を過ごすことが出来
ました。その際の一人一人のご挨拶を、山口君が
DVDで録音されました。DVDの入手を希望される方
は、山口君に連絡を取ってみて下さい。
　次回は藤本君が幹事となり、同級会が開催される予
定です。
　今回参加できなかった人も、次回は是非参加して楽
しい一時を過ごしましょう。 （五十嵐　一衛） 

昭和３８年卒業（三葉会）
　昨年のクラス会では６月に東京上野公園内の「韻松
亭」で開催しました。南北の常連２名は残念ながら今
回は欠席でしたが、それでも３０年振りの旧友も含めて
２２名が出席し、最近減少気味の男性陣も今回は７名と
健闘？しました。年齢のせいでしょうか、病気の話だ
とか、椅子席の方が楽だとか、今後のクラス会では観
光よりは多くの友人と会話ができる方が良いなど色々
なご意見が有りました。後日、今後のクラス会のあり
方についてアンケートをお願いしましたが、同様な意
見が沢山寄せられました。今年のクラス会は予定通り
神戸で開催しますが、皆さんのご希望にできるだけ添
えるように藤田さんを中心に計画中です。来春には全
員が後期高齢者になりますので、遠出のクラス会も
段々むつかしくなりますし、近場でもあと何回できる
かも分かりませんがそれ迄は出来る限り多くの方々と
お会いしたいと思っています。 （鷲見　常夫） 

昭和４０年卒業（峠の会）
　一昨年のクラス会（峠の会）で次回の幹事が決めら
れず、開催継続が危ぶまれた雰囲気の中で、平成２６年
度の「峠の会」は休会とし、その代り２７年度は卒業５０
周年の節目となるので、一泊旅行の峠の会を企画して
はとのありがたい提案がありました。提案の主は日比
栄子さんです。
　今年の２月初旬、くだんの日比さんから何の前触れ
もなく突然「峠の会開催のお知らせ」が飛び込んでき
ました。その内容は「本年５月３１日（日）～６月１日
（月）、箱根町宮ノ下のリゾートホテルにて開催する」
というものでした。行動派（ヒマラヤトレッキング、
スキューバダイビング等）日比さんの有言実行ぶりに
驚嘆し、また大変嬉しかった。
　幹事一人は大変と思われた慈悲深い稲葉實君が前回
幹事に続いて二人目の幹事（本人は“裏方”と自称し
ているが）を買って出てくれました。これで盤石の体
制が整った。彼らの努力と誠意に報いるためには、で
きるだけ多くの級友が集まることです。卒業５０周年の
記念すべきクラス会を大いに盛り上げ楽しみましょう。
 （平野　武明）

昭和４１年卒業（６６会）
　本年の６６会は、例年と多少趣を変え、１６名が参加し、
同期の立崎家のご好意により、千葉県佐倉市で開催。
　初日は常磐植物化学研究所にて、研究員の方から黒
ウコンの成分、作用機序等に関する最新の研究成果の
講義を受けましたが、久しぶりの化学構造式や遺伝子
レベルの作用機序等、さび付いた頭には少々（？）難
しすぎました。その後工場、薬草園を見学。夕方から
は、立崎家で、奥様からお孫さんまでご家族の皆様の
御もてなしにより、茶会、宴会。夜遅くまで楽しませ
ていただき、パンク寸前の頭を癒す事が出来ました。
翌日は国立歴史民俗博物館を見学し、更に歴史の勉強
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までしました。
　例年は、温泉での宴会が主目的でしたが、今年は勉
強するぞとの意気込でした。しかし古希を過ぎた我々
にとっては、些か無理がありました。
今年はまた、温泉でユックリの同期会を期待していま
す。 （成毛　驍）

昭和４５年卒業
　昨年１１月、穏やかな秋の一日に卒後４４年、前回から
８年振りのクラス会を行いました。
　多くが現役を離れ時間にゆとりができた今回、懐か
しい千葉の地を訪れ散策しつつ歓談しようと、時間の
許す限りの参加を呼びかけました。
　まず第一陣が集まったのは西千葉キャンパス。私達
学年は入試は亥鼻で、入学後は西千葉で過ごした学年
です。名称は変わっても当時のままの校舎に懐かしさ
が込み上げてきました。
　第二陣が加わるのは亥鼻の７月にオープンしたばか
りの附属病院の外来診療棟の見学です。第一線を退い
たとはいえまだまだ地域の薬剤師として頑張っている人
も多く、先進医療の場は興味津 で々参加者も倍増です。
　そして入試時通った桜並木の土手を当時とは逆に進
むと高層建築の新薬学部棟です。現役生に案内して頂
きました。
　その後、思い出深い場所を訪れ様々な想いでふくら
んだ胸をいだき最終会場へと向かいました。そこで第
三陣が加わり総勢４１名、時の過ぎるのを忘れて歓談い
たしました。 （内山　多美子）

昭和５１年卒業
　卒業して早３９年、皆様お変わりありませんか？無事
にご定年を迎えた方、まだまだ働かなくてはならない
方、様々でしょうが、健康（肉体的＆精神的）を第一
に考えて過ごしましょう。平均寿命からいうと、まだ
２０年もあるのですから・・・。
　さて、私は大学に在職していますので、薬学教育の
変革を報告させて頂きます。６年制薬学教育の開始か
ら丸１０年が経過したため、薬学モデルカリキュラムが
大幅に改定され、今年から新しいカリキュラムが実施
されます。その内容はより臨床に強い薬剤師を育てる
方向性が感じられ、基礎教育に携わるものとして、
少々戸惑っております。あと４年後にはこの教育を受
けた学生が実務実習でお世話になります。今後も是非
現場のご意見をお聞かせ下さい。 （渡辺　敏子）

平成１３年卒業
　薬友会の若手と先輩方との交流を深め、薬友会活動
を活性化しよう！という思いから薬友会ＳＮＳの構築
など行っておりましたが、直接、交流することも大事
と、去る１１月２１日（金）に、若手で賛同された皆様と
共に、東京支部会（場所：日本橋倶楽部 コレド室町３）
へ参加して参りました。ご調整、お声かけいただいた
東京支部の渡邉楷様、誠にありがとうございました。
また賛同いただいた若手メンバーの皆様（敬称略：杉
山 大二朗 （平成１５年）、中村 正樹 （平成１４年）、都
祭 正則 （平成１４年）、小林 美幸 （平成１２年）、佐藤 
且章 （平成１２年）、深町 利彦 （平成１１年））、ご出席
誠にありがとうございました。また、新しく薬友会副

会長になられた内田武様にもご出席いただき、若手か
らも「これからもこういった交流を通じて、薬友会を
活性化して行こう！」と頼もしい意見もいただきまし
た。今年もこういった機会を多く作れるよう、トライ
してみますので、良いアイデアをお持ちの方、ご協力
いただける方は是非お声かけください！
 （片桐　大輔）

平成２４年（薬科学科）、２６年（薬学科）卒業
　平成２４年卒業の同期の皆様、元気にお過ごしでしょ
うか。長い時間を共にした大学・級友と離れ、それぞ
れの道へと大きな一歩を踏み出してから早一年が経過
しました。皆様、学生の頃思い描いた「社会」と現実
との違いに不安と希望を抱えながらも、精一杯に仕事
に取り組んでいるかと存じます。先日、一部の同期と
温泉旅行に行く機会がありましたが、学生時代とはま
た違った視点で、働くことや人生の目標といったこと
について語り合うことができました。様々な葛藤があ
るかとは思いますが、そこは皆様、困ったときは同期
を頼って共に進んで行きましょう。私は仕事の都合上
参加できませんでしたが、昨年同窓会が開かれ、なか
なかの出席率であったと聞いております。今後とも定
期的に集まる機会を作っていきたいものですね。また
お会いできる日を楽しみにしております。
 （松本　渉吾）

平成２５年（薬科学科）、２７年（薬学科）卒業
　時間が経つのは早いもので、もうすぐみなさんが社
会へと飛び立って数ヶ月。みなさん、お変わりなくお
過ごしでしょうか？
　この文章を作成している頃は、修士論文や国家試験
直前と、学生生活の最後へ向けてラストスパートをし
ている状態でした。それでも、偶然食堂や研究棟で同
期と会った際には、様々な話に花を咲かせています。
この文章が掲載される頃には、同期のほとんどが新た
な環境での一歩を踏み出していることと思います。斯
く言う私も、場所は変わりませんが、気分新たに研究
に取り組む毎日です。６年間ともに学生生活・研究室
生活を過ごしてきた仲間が社会に飛び立ってしまい、
寂しさを感じる一方で、社会で活躍する姿を見て、心
強く感じることもあります。みなさんが今後ますます
ご活躍することを心よりお祈り申し上げます。
また、みなさん千葉で集まりましょう！ （孫　雨晨）

RSゐのはな会
「RSゐのはな会」のご紹介
（RS：レギュラトリーサイエンス）
　１９８３年に東京医薬品工業協会薬事法規委員会に所属
している千葉大薬学部・大学院（千葉薬）卒業生と厚
生省（現厚生労働省）に勤務している千葉薬卒業生と
アカデミア（千葉大薬学部教授）との情報交換の場と
して「法規ゐのはな会」が発足しました。昨年から
「ＲＳゐのはな会」と名称を変更し、新薬開発に携わる
産官学の千葉薬卒業生の情報交換の場として、講演会
を含め情報交換会を行っています。今年は７月１０日
（金）１８時３０分から、くすりの適正使用協議会の会議室
で、日病薬会長の北田光一先生からご講演をしていた
だく予定です。 （S５１卒　末永　昌文）
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襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

支 部 便支 部 便 りり
薬友会東京支部
　薬友会東京支部・神奈川支部合同総会は会場である
「日本橋倶楽部」の改築の為、平成２３年から休会してお
りました。この度会場が「コレド室町３」として新装
竣工いたしましたので、平成２６年１１月２１日（金）に総
会を開催いたしました。渡辺和夫氏、内田　武氏の両
副会長を始め４１名の出席がありました。特に平成１３年 

卒業の片桐大輔氏のご支援により、平成年代卒業生が
思っていた以上に出席され総会も若返って盛会裏に終
了いたしました。
　次回は平成２８年秋を予定しております。
 （渡辺　楷）

サークル紹サークル紹介介
ゐのはな山岳会
　昨年の月例山行は初詣（狭山不動尊）に始まり、１１
回（２月は大雪の為中止）、うち３回は１～２泊、そ
して、夏・冬に懇親会を２回開催し、延べ２４１名が参
加しました。　４月の甲府棚山（１１７１ｍ）では、カタ
クリの花の群落が迎えてくれ、下山後の「ほったらか
し温泉」からは桃の花がピンクの絨毯となって眺めら
れ、春爛漫の一日でした。１０月の浜名湖西の神石山
（３２４ｍ）では、葦毛湿原のシラタマホシクサ（絶滅危
惧種Ⅱ種）に対面できました。１１月の安芸の宮島弥山
（５３５ｍ）では、紅葉真っ盛りの中、瀬戸内海を眺めな
がらハイキングを楽しみました。後日、共用のアルバ
ムを見るのも楽しみです。
　今年は早池峰山、延暦寺・鞍馬山、岩船駒ケ岳等、
計画しています。
　和やかで、笑い声が絶えず、一緒に歩くのが楽しい
会です。入会希望者は角田範子さんまでご連絡くださ
い。atukak@fb３.so-net.ne.jp
 （小林　和） 

千葉大薬友会ゴルフ
　満１１年になる薬友会ゴルフの第２１回は平成２６年４月
４日（金）、第２２回は平成２６年１０月１０日（金）に何れ
も磯子CCで行った。幹事三浦が腰の手術の為、２回
続けて欠席し勝浦幹事に大変ご負担をお掛けした事を
改めてお詫び致します。
［成績］
　第２１回　優　勝　田村　隼也
　　　　　準優勝　村瀬　一郎
　　　　　３　位　勝浦　公男
　第２２回　優　勝　勝浦　公男
　　　　　準優勝　田村　隼也
　　　　　３　位　村瀬　一郎
◎千葉大薬友会ゴルフの改組合併について・・・・
　現在千葉大薬学のOBが運営している同門会という
集いがあり （今年で９年目）名称と異なり出身講座
に関係なく千葉大薬出身者とその知人を含めた範囲の
広いゴルフ好きの集まりです。昨年両者の意見を聴取
したところ今年から両者が合併し新薬友会ゴルフとし
て発足することに賛同いただきました。
名　　称：薬友会ゴルフ
参加資格：千葉大学薬友会会員及びその知人
開　　催：年２回　東京周辺にある交通便利なコース

で交互に開催。
入会申込又は問い合わせ：
　電話　（０３）３５６５-３４２８
　幹事　勝浦　公男（S４４年）

（勝浦　公男、三浦　清）
追記
　合併後初の第２３回コンペが４月１０日に桜吹雪の見事
な大宮ゴルフコースで開催され、１位田村隼也、２位
村瀬一郎、３位片野清昭の各位が入賞されました。
（その時の写真を掲載）次回コンペは今年１０月に磯子カ
ントリー倶楽部での開催を予定しています。

 訃訃報報
　西千葉時代の薬学部で、長年にわたり図書室の
管理に携わって頂いた草切さんが昨年１２月に鬼
籍に入られました（享年９５歳）。
　心よりご冥福をお祈り申し上げます。合掌
  （戸井田　敏彦）
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活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟
学部だより　学部だより　

２７．１．１９　採　用　RAI AMIT　特任助教（国際創薬学）
２７．１．３１　辞　職　鈴木　優章　助　　教（薬品物理化学）
　　　　　　　　　島根大学大学院理工学研究科　講師へ
２７．３．１　採　用　小椋　康光　特任教授（薬品製造学）
２７．３．３１　定年退職　濱田　康正　教　　授（薬化学）
２７．３．３１　定年退職　山本　友子　教　　授（微生物薬品化学）
２７．３．３１　辞　職　山浦　克典　准 教 授（高齢者薬剤学）
　　　　　　　　　慶應義塾大学薬学部　教授へ
２７．４．１　採　用　植田　圭祐　助　　教（製剤工学）
２７．４．１　採　用　米田　友貴　助　　教（薬品物理化学）
２７．４．１　昇　任　根本　哲宏　教　　授（薬化学）
２７．４．１　昇　任　関根　秀一　講　　師（生物薬剤学）

（Ｈ27.3.19現在）

２６．６．３０　辞　職　山本　惠司　特任教授（製剤工学）
　　　　　　　　　（独）科学技術振興機構　プログラムオフィサーへ
２６．７．１　採　用　堂浦　智裕　特任助教（薬品製造学）
２６．７．３１　辞　職　花岡　宏史　助　　教（分子画像薬品学）
　　　　　　　　　群馬大学大学院医学系研究科　寄付講座教員へ
２６．９．１５　辞　職　當銘　一文　助　　教（活性構造化学）
　　　　　　　　　富山大学和漢医薬学総合研究所　准教授へ
２６．１０．１　昇　任　東　顕二郎　講　　師（製剤工学）
２６．１０．１　採　用　石川　直樹　助　　教（活性構造化学）
２６．１１．１　採　用　藤吉　正哉　助　　教（病院薬学）
２６．１１．１　昇　任　小林江梨子　准 教 授（臨床教育）
２６．１２．１　採　用　Mahmood Ashfaq　特任教授（国際創薬学）
２７．１．１　採　用　鈴木　博元　助　　教（分子画像薬品学）

教員の異動　（２０１４年５月１日～２０１５年４月１日）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
２０１５年度薬学部入学者の状況
入学者８７名（男４０名、女４７名：推薦１０名、前期６３名、後期１２名、帰国子女２名）
出身高校一覧
３名　千葉東（千葉）
２名　土浦第一（茨城）、浦和第一女子（埼玉）、大宮（埼玉）、市川（千葉）、渋谷教育学園幕張（千葉）、県立千葉（千葉）、
　　　県立船橋（千葉）、穎明館（東京）、桜蔭（東京）、筑波大学付属（東京）、日比谷（東京）、本郷（東京）
１名　Jericho High School（アメリカ）、Harrison High School（アメリカ）、釧路湖陵（北海道）、札幌北（北海道）、
　　　函館ラ・サール（北海道）、北嶺（北海道）、秋田（秋田）、山形東（山形）、盛岡第一（岩手）、仙台第一（宮城）、足利（栃木）、

宇都宮女子（栃木）、江戸川学園取手（茨城）、並木（茨城）、浦和明の星女子（埼玉）、栄東（埼玉）、川越女子（埼玉）、
　　　越谷北（埼玉）、柏南（千葉）、木更津（千葉）、国府台女子学院高等部（千葉）、昭和学院秀英（千葉）、匝瑳（千葉）、
　　　長生（千葉）、東邦大学付属東邦（千葉）、八千代松陰（千葉）、青山（東京）、お茶の水女子大学附属（東京）小山台（東京）、

駒場東邦（東京）、頌栄女子学院（東京）、戸山（東京）、西（東京）、白鷗（東京）、三鷹（東京）、武蔵（東京）、
　　　明治学院（東京）、立教女学院（東京）、早稲田（東京）、厚木（神奈川）、希望ケ丘（神奈川）、相模大野（神奈川）、
　　　逗子開成（神奈川）、洗足学園（神奈川）、柏陽（神奈川）、横浜雙葉（神奈川）、高田（新潟）、新潟南（新潟）、
　　　片山学園（富山）、金沢大学附属（石川）、伊那北（長野）、上田（長野）、旭丘（愛知）、関（岐阜）、奈良（奈良）、
　　　明石北（兵庫）、広島皆実（広島）、昭和薬科大学附属（沖縄）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
２０１５年度大学院医学薬学府入学者の状況（４月入学者）
修士（薬学領域）入学　４６名：総合薬品科学専攻４６名
博士（薬学領域）入学　２３名：先端医学薬学専攻（４年制）９名、先端創薬科学専攻（３年制）１４名

２０１４年度　卒業生・修了生の進路
学部４年制　４６名
　進学　４２名 ：千葉大学３９名、東京大学２名
学部６年制　３６名
　進学　１名 ：千葉大学（社会人進学者）
　病院　８名 ：恵寿総合病院、つくばセントラル病院、茨城県厚生連病院、豊見城中央病院、白澤病院、慶應大学附属病院、

千葉大学医学部附属病院、鹿児島大学医学部附属病院、
　企業　２２名 ：ウエルシア薬局、日本新薬㈱、㈱スギ薬局、（社法）日本血液製剤機構、梢独 医薬品医療機器総合機構（３名）、
　　　　　　 　第一三共ヘルスケア㈱、トーアエイヨー㈱、ゼリア新薬㈱（４名）、大正製薬㈱、バイエル薬品㈱、
　　　　　　 　㈱ココカラファインフルスケア、日本メディカルシステム㈱、㈱健栄、第一三共㈱、
　　　　　　 　グラクソスミスクライン㈱、中外製薬㈱、㈱ライオン（但し、ゼリア新薬の１名は社会人進学者）
　公務員２名 ：神奈川県、船橋市立医療センター
　未定　３名 ：
修士修了　４３名
　進学　１１名 ：千葉大学１１名
　企業　２９名 ：東洋紡㈱、㈱科研製薬、㈲ジャスメック、Meiji Seikaファルマ、ワールドインテック、キャセイ薬品工業㈱、

日本化薬㈱、東陽インキSCホールディングス、KHネオケム㈱、東洋合成工業㈱、アルプス薬品工業㈱、
　　　　　　 　アステラス製薬㈱、中外製薬㈱、マルホ㈱、協和発酵キリン㈱、日本ジェネリック㈱、日本マルコウー㈱、
　　　　　　 　小川香料㈱、住友製薬㈱、久光製薬㈱、日立化成㈱、シミック㈱、田辺三菱製薬㈱、セントラル硝子㈱（２名）、

㈱東陽テクニカ、富士フィルムRIファーマ㈱、㈱エバメール、㈱常盤植物化学研究所
　公務員２名 ：東京都、神奈川県
　その他１名 ：（千葉大学薬学部科目等履修生）
博士修了　２０名
　企業　１６名 ：田辺三菱製薬㈱（２名）、帝京大学、塩野義製薬㈱、国際医療福祉大学、城西国際大学、
　　　　　　 　梢独 医薬品医療機器総合機構、第一三㈱、大正製薬㈱、エスエス製薬㈱、千葉大学薬学部、アステラ製薬㈱、
　　　　　　 　昭和薬科大学、浜松医科大学、湧泳製薬㈱、日本学術振興会
　公務員２名 ：千葉県（２名）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

第１００回薬剤師国家試験合格状況
平成２７年２月２８日～３月１日実施
新卒合格率　８０.６％（合格者２９名：８０.６％は全国７３大学中、２４位の成績です。）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
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　薬友会ホームページURLは随時更新しています。今ま
での薬友会報が閲覧できるとともに、住所変更なども
メールで連絡できます。

http://www.p.chiba-u.jp/yakuyukai/

平成２６年　活動実績
３月　新入生入会案内（新規終身会員９８名）
５月　薬友会２４号発行
７月　役員会・常任理事会及び第２３回千葉大学薬友会

生涯教育セミナー・宮木高明記念講演会開催（薬
学部１２０周年記念講堂）「創薬・医療の最前線－
基礎から患者へ－」（講師４名、参加者１２５名）

１１月　役員会・常任理事会、総会

平成２７年　活動予定
３月　新入生入会案内
５月　薬友会報２５号発行
７月　役員会・常任理事会及び第２３回千葉大学薬友会

生涯教育セミナー
１２月　役員会・常任理事会

お知らせ
　薬友会のさらなる活性化のために、終身会員加入とご
寄付をお願い申し上げます。
１）終身会員：会費２万円、昭和４８年に開設（２０１４年、
加入率約約７５％）会員名簿CDを更新のたびに無料で配
布いたします。
２）ご寄付：一口２千円から随時受け付けています。特

に終身会員会費が１万円であった会員の皆様のご協力
をお願い申し上げます。同封の振込用紙の通信欄に、
「終身会員」あるいは「寄付」と明記の上、氏名、住所、
卒業年度をご記入いただき＜郵便振替口座００１５０－５
－５５１７９６千葉大学薬友会＞にお願い申し上げます。
３）名簿冊子：会員名簿の冊子体についてご希望がござ
いましたら 以下にご連絡ください。総部数を確認後、
有料にての領布を検討いたします。
　Ｅ－メール：yakuyukai@chiba-u.jp
　Ｆ　Ａ　Ｘ：０４３－２２６－２８７３

平成２７年度各種委員会名簿
（○印、現委員長。前委員長はアドバイザーとして参画）
総務委員会　○村山　俊彦、藤野　裕道、中村　浩之、村

上　泰興（Ｓ３６）、根矢　三郎（前委員：ア
ドバイザー）

財務委員会　○山本　友子、高屋　明子、佐藤　慶治、村
上泰興（Ｓ３６）、濱田　康正（前委員：アド
バイザー）

名簿委員会　○高山　廣光、北島　満里子、小暮　紀行、
村上　泰興（Ｓ３６）、戸井田　敏彦（前委
員：アドバイザー）

事業委員会　○高野　博之、○関根　祐子、稲川　知子、
大久保　正人、佐竹　尚子、渡辺　楷（Ｓ
３３）、根本　哲宏（前委員：アドバイザー）

会報委員会　○戸井田　敏彦、西村　和洋、東 恭平、
　　　　　　渡辺　楷（Ｓ３３）、加藤　文男（Ｓ４７）、
　　　　　　山本　恵司（前委員長：アドバイザー）

薬友会より　薬友会より　

　今年度の受賞記今年度の受賞記録録 （平成２６年１月～平成２７年３月）：教員の受賞を掲載

平成２６年２月　　平成２５年度千葉大学優秀発明賞　西田篤司、中村浩之、村山俊彦（薬品合成化学・薬効薬理学）
平成２６年３月　　Plant & Cell Physiology論文賞（日本植物生理学会）山崎真巳、齊藤和季（遺伝子資源応用）
平成２６年６月　　Highly Cited Researchers ２０１４（トムソン・ロイター社）齊藤和季（遺伝子資源応用）
平成２６年９月　　学術貢献賞（日本生薬学会）北島満里子（生体機能性分子）
平成２６年９月　　生薬学会賞（日本生薬学会）齊藤和季（遺伝子資源応用）
平成２６年９月　　シクロデキストリン学会奨励賞（シクロデキストリン学会）　東顕二郎（製剤工学）
平成２６年１１月　　優秀賞（第３２回メディシナルケミストリーシンポジウム）北島満里子、田口芙悠美、浅場絢ヌ

ネッツ、小暮紀行、高山廣光（生体機能性分子）

【大橋　國雄先生】
　平成26年春の叙勲で、大橋國雄千葉大学名誉教
授が瑞宝中綬章を受章されました。大橋國雄先生
は昭和37年に文理学部助手として着任された後、
昭和59年に教養部教授に昇任されました。その後、
平成6年より薬学部教授に配置換され、平成12年
までの6年間にわたり放射性薬品化学研究室を主
宰され、平成12年に名誉教授となられました。そ
の間、放射化学及び放射線管理に関する該博な知
識と豊富な経験をもって薬学研究の発展と人材育
成にご尽力されました。また、千葉大学アイソ
トープ総合センター長を併任して施設の建設、管
理・運営並びに同センターの発展に大きく貢献さ
れました。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

【渡辺　和夫先生】
　平成26年春の叙勲で、渡辺和夫千葉大学名誉教
授が瑞宝中綬章を受章されました。渡辺和夫先生
は昭和58年に薬学部教授として赴任され、平成12
年までの18年間にわたり薬品化学研究室を主宰さ
れ、平成12年に名誉教授となられました。その間、
薬品作用学及び薬効評価学に関する豊富な知識と
経験をもって薬学研究の発展と人材育成にご尽力
され、数多くの卒業生、修了生を送り出しました。
また、薬学部長、評議員、文部省学術審議会評議
員、薬学視学委員、厚生省中央薬事審議会委員な
どを歴任され、薬学部、大学の発展のみならず、
国の行政にも大きく貢献されました。
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　叙勲のお祝叙勲のお祝いい　
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 薬学部の芸術作品「孔雀の絵」
　薬学部には大きな「孔雀の絵」が飾られています。正式な
画題は「季の回想―夜明」です。西千葉の時代には薬学部講
堂正面にありましたが、亥鼻移転とともに場所を移し、現在
は１期棟エントランスにあって、日夜、学生・教職員を見つ
めています。作者は、多摩美術大学日本画専攻の中野嘉之教
授です。この作品は微生物薬品化学研究室の初代教授（昭和
３７－５５年）、山岸三郎先生のご家族から昭和５５年１０月に寄贈
されたものです。
　山岸三郎先生は昭和５２－５４年に薬学部長を務められ、薬学
部の永年の懸案であった博士課程設置に向けてご尽力されま
した。昭和５４年４月、博士課程設置が実現しましたが、先生
はその直後に病に倒れられ、昭和５５年８月１６日に帰らぬ人と
なられました。薬学部では、先生のご功績を讃え、ご薫陶に感謝して、昭和５５年９月１３日に「千葉大学薬学部主
催告別式」を執り行いました。この葬儀の後に、ご遺族から謝意とともに本作品が寄贈されました。なお、作者
の中野嘉之氏は山岸三郎先生の女婿にあたられます。 （山本　友子）

 西千葉の標本室にあった変形菌標本について 
　西千葉キャンパスから亥鼻に移転する際に、西千葉の標本室にあった標本の一部を国立科学博物館に移管しま
した。その中で変形菌（いわゆる粘菌）の標本について報告します。
　変形菌標本は、ガラスつきの小箱１２８個に入って、すべてに採集年月日、採集地、採集者名が記載されて保存
状態も良好でした。採集者として、落合英二、小畔四郎、菊池理一、中川九一らの名前があり、調べると神奈川
県立生命の星・地球博物館の「落合英二変形菌類コレクション」と類似していることがわかりました。落合先生
は、昭和の初期から我が国の近代薬学を築いた著名な薬学者ですが、１９３４（昭和９）年から一時千葉医科大学付
属薬学専門学校講師を兼任されていました。落合先生は、本業の植物アルカロイド研究の他にも変形菌にも熱心
だったようで、その様子は日本変形菌学会（http://henkeikin.org）の変形菌研究者列伝に詳しく述べられていま
す。そして採集者のもう一人、菊池理一氏も千葉大に在籍していたことがわかりました。菊池氏は栃木県、岩手
県で農林技師として努められた後、１９６０年から１９６８年まで嘱託研究員として千葉大学薬学部におられました。菊
池氏は現役時代に精力的に変形菌を採集し、あの南方熊楠に自作の標本を提供し天皇の天覧に供したこともある
そうです。他に採集者として名前のある中川九一氏や伊藤春夫氏も菊池氏の弟子とのこと。菊池氏が千葉大に在
籍した時期は落合先生の在籍時期からだいぶ後ですが、その頃は落合門下の萩庭丈寿先生が生薬学教室を主宰さ
れていて、その縁で菊池氏が千葉に来られて変形菌標本を残したのだと思わ
れます。
　こうして標本について調べるうちに千葉をめぐる落合先生、菊池氏、萩庭
先生の縁を辿ることになりました。そして落合先生が若い頃に東大で研究さ
れていたマメ科クララ（苦参）のアルカロイド成分マトリンの研究は､その後、
千葉大の萩庭先生、村越勇先生、星薬科大の大宮茂先生と引き継がれ、現在
でも私が所属する遺伝子資源応用研究室（斉藤教授主宰）で続いています。研
究者や研究技術が変わっても、千葉の地で綿綿と繋がってきたものがあるこ
とをあらためて深く感じました。 （山崎　真巳）

 薬用植物園について 
　亥鼻キャンパス、サークル棟北側
の薬用植物園を御存知でしょうか。
薬木を中心に２０種余りの薬用植物が
栽培されています。一昨年、植物名、
成分や用途などを記載したプレート
を設置しました。機会があればご覧
ください。一方、西千葉キャンパス
では「次世代モビリティーパワー
ソース研究センター」の新設にとも
ない、薬用植物園の東側圃場が閉鎖
されました。百周年記念館周りの薬
木園と圃場は継続して管理していま
す。 （山崎　真巳）

　西千葉キャンパス

亥鼻キャンパス　
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日　時：平成２７年７月１１日（土）　１３：００～１６：００
場　所：千葉大学薬学部１２０周年記念講堂
　　　　（医薬系総合研究棟Ⅱ期棟　１階）
　　　　（〒２６０-８６７５　千葉市中央区亥鼻１－８－１）
主　催：千葉大学大学院薬学研究院・千葉大学薬友会
共　催：日本薬剤師研修センター（参加者には日本薬剤

師研修センターより単位が認定されます。）
テーマ：「在宅医療で期待される薬剤師の役割」
生涯教育セミナー
１）「地域包括ケア時代の６年制薬学教育」
　　光本　篤史　先生（城西国際大学　薬学部）
「少子高齢・減少社会の進展に伴い地域包括ケアが求められる
中、今年度より６年制薬学教育は新カリキュラムへと移行し
ました。専門性を備えた医療を提供し、国民の健康を支える実践力を養う教育事例を紹介いたします。」

２）「２０年間の在宅支援－地域密着型を目指して－」
　　福地　昌之　先生（フクチ薬局）
「薬局における調剤業務の変化も現在では第五世代に入り、そこには在宅調剤や他職種連携という言葉が掲げられるようになってき
ました。これからの薬局は、地域住民への支援となるような存在になっていかねばなりません。」

３）「心不全の在宅医療における服薬支援の重要性：薬剤師への期待」
　　眞茅　みゆき　先生（北里大学　看護学部）
「心不全の急性増悪の原因の１つに服薬アドヒアランスの低下がある。退院後の心不全患者の服薬アドヒアランスの維持には、病院、
外来、在宅とシームレスな支援が求められ、この分野における薬剤師への期待は高い。」

宮木高明記念講演会
　　「“Aging in Place”実現のための地域づくり～新たな「地域医療像」への羅針盤～」
　　飯島　勝矢　先生（東京大学　高齢社会総合研究機構）
「今後、我が国の医療政策が問い直されているなかで「病人である前に『生活者』である」という理念の下に、地域完結型の医療へ
の進化、そして機能分化型のシステム型医療へのパラダイム転換が求められており、取り組んでいる「柏モデル」から再考してみる。」

終了後懇親会があります。　　医薬系総合研究棟Ⅱ期棟　大会議室（記念講堂の階下）

 セ ミ ナ ー 参 加 費 １,５００円（事前予約）　２,０００円（当日）
 意見交換会（懇親会）参加費 ２,５００円（事前予約）　３,０００円（当日）
 参 加 申 込 み 方 法 同封または郵便局備え付の払込書にて下記の郵便振替口座に参加費を送金ください。
払込書の通信欄に、氏名、住所、卒業年度を必ずご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　［事前予約締切：平成２７年７月１日（水）］
　　　　　　　　　　　　　　郵便振替口座：００１５０－５－５５１７９６　千葉大学薬友会
本セミナーに関するお問い合せは薬学研究院（分子心血管薬理学研究室）高野博之までお願いいたします。
（電話/FAX：０４３-２２６-２８８３）

編集後記

第２４回千葉大学大学院薬学研究院　薬友会生涯教育セミナー・宮木高明記念講演会開催のお知らせ
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

　昨年お手元に届けいたしました薬友会報24号は、たくさんの会員の皆様から「大変読み応えのある記事が多く、最後まで時間をかけ
て読み通しました。これまでよりもさらに薬友会が身近に感じることができました。」とのお声が届きました。山本恵司編集委員長の
「初心に帰って、少し形を変えて編集してみました」（24号編集後記）との試みが、会員の皆様に通じたものと思います。25号の編集も
二匹目を狙いたいと思い、作業を開始いたしましたが、浅薄でした。膨大な量の原稿・写真の収集のための連絡、収集後の編集作業に
追われてしまい、前編集委員会との力量の差を痛感した次第です。最終的には若い編集委員の先生方に助けられ、なんとか25号をお手
元に届けることができ、胸を撫で下ろしております。内容につきまして何か誤植等がございましたら全て編集委員長の責任でございま
す。ご感想等をお寄せいただけましたら幸甚に存じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（戸井田敏彦）

　　薬友会報編集委員会
　　　戸井田敏彦（委員長）、西村和洋、東恭平、渡辺楷（S33）、加藤文男（S47）、角田範子（S52）、
　　　山本恵司（前委員長）

・JR千葉駅、京成千葉駅到着後、JR千葉駅東口正面７番のバス乗り場から「千葉大学病院」
行きバス、または「南矢作」行きバスに乗車、「千葉大薬学部前」で下車。約１５分。

生涯教育セミナー・宮木高明記念講演会へのご招待：本年度は薬学部卒業後３５年の１９８０年（昭和５５年）３月、卒業
後４５年の１９７０年（昭和４５年）３月に卒業された方々をご招待いたします（参加費無料）。該当されます皆様は、当
日受付係にお申し出ください。卒業生と一緒に参加される小・中・高校生および大学生については参加費無料とい
たします。
　一般参加者のご来聴：卒業生のみならず一般の参加者も歓迎いたしますので、奮ってご来聴ください。


